
科

学
研
究

(
一
般

・
B
)
報
告

二

応
挙

の
写
生
図

に

つ
い
て

新
出

の

「写
生
図
貼
交
屏
風
」
を
め
ぐ

っ
て

}
、
応
挙

の
写
生
画

-

序
文

に
か
え

て
ー

冷

泉

為

人

応
挙
の
絵
画

の
特
質
が
写
生
画
に
あ
る
こ
と
は
衆
知

の
こ
と
で
あ

る
。
彼
は
ま
ず

狩
野
派
を
学
習
し
て
そ
れ
に
飽
き
た
ら
ず
、
中
国

の
古
典
、
す
な
わ
ち
趙
昌
や

銭
舜
挙
の
花
鳥
画
、
さ
ら
に
は
仇
英
の
美

人
画
を
学
ん
だ
り
、
当
時

の
西
欧

の
銅
版
画
を
研
究
し
た
り
、
渡
辺
始
興
を
通
し
て
光
琳
風

の
装
飾
画
風

に
習
熟
し
た
り
、

つ
い
に
は
当
時

の
実
証
主
義
的
な

】
面
で
あ
る

ス
ケ
ッ
チ
の
意
味

の
写
生
を
消
化
し
て
、
独
自
の
写
生
画
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
円
満
院

の
「
巌
頭
飛
雁
図
」
、
萬

野
美
術
館

の

「
孔
雀
図
」
、
三
井
文
庫
の

「雪
松
図
屏
風
」

(挿
図
1
参
照
)
、
円
光
寺

の

「
雨
竹
風
竹
図
屏
風
」
、
個
人
蔵
の

「保
津
川
図
屏
風
」

(挿
図
2
参
照
)
、

静
嘉
堂

の

「
江

口
君
図
」
、
大
乗
寺

の

「
郭
子
儀
図
襖
絵
」
、
元
観
智
院
蔵
で
あ

っ
た

「
雲
竜
図
屏
風
」
な
ど
が
そ

の
代
表
的
な
作
例
で
あ
る
。
そ
れ
を
藤
岡
作
太
郎

氏
は
そ
の
名
著

『
近
世
絵
画
史
』

に
お

い
て
、

「
円
山
応
挙
は
狩
野
よ
り
出

で
て
自
然
の
景
物
を
師

と
す
」
、
と
応
挙

の
写
生
画
を
の
べ
て
い
る
。

こ
の
応
挙

の
写
生

画
は
当
時
す
な
わ
ち
安
永
天
明
期

の
京
都
画
壇
に
お
い
て
大

い
に
愛
好
さ
れ
た
。
そ
れ
を
皮
肉
屋

の
上
田
秋
成
は

「絵

は
応
挙

の
世
に
出
て
、
写
生
と
い
ふ
こ
と
の

は
や
り
出
て
、
京
中

の
絵
が
皆

一
手
に
な

っ
た
事
じ
や
」
と

い
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
新
出

の

「
写
生
図
貼
交
屏
風
」
を
踏
ま
え
て
応
挙

の
写
生
図
に

つ
い
て
考
察
す
る

こ
と
に
す
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
い
う
写
生
図
は
ス
ケ

ッ
チ

(速

写
)

の
意
味
の
写
生
図
で
あ
る
こ
と
を
断

っ
て
お
く
。

つ
ま
り
応
挙

の
写
生
画
と

い
う
時
と
応
挙

の
写
生
図
と
い
う
時
に
は
自
ず

と
相
違
が
あ
る

こ
と
は
い
う
ま
で

応
挙
の
写
生
図
に
つ
い
て

(37)
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も
な

い
こ
と
で
あ

る
が
、
筆
者

は
応
挙

の
写
生
に
は
、

ス
ケ

ッ
チ
す
な
わ
ち

「
速
写

の
写
生
」
、
描
写
対
象

を
精
細
に
表
現
し
た

「
形
似

の
写
生
」
、

さ
ら
に
は
描
写

対
象

の
本
質
を
活

々
と
描
写
し
た

「生
写

の
写
生
」
な
ど
、
三

つ
の
写
生

の
あ
る

写
)

の
写
生

に
つ
い
て
、

つ
ま
り
写
生
図
に

つ
い
て
考
察
す

る
こ
と
に
す
る
。

二
、
応

挙

の
写
生

図

　

ユ

こ
と
を

す

で

に
指

摘

し

て

い
る
。

こ
こ

で
は
、

あ
く

ま

で
も

応
挙

の

ス
ケ

ッ
チ

(速

}一

本
来
な
ら
ば
、
新
出

の

「
写
生
図
貼
交
屏
風
」
を
通
し
て
応
挙

の
写
生
図
を
考
え
る

の
で
あ
る
か
ら
、

ま
ず
最
初

に
新
出

の

「
写
生
図
貼
交
屏
風
」

の
紹
介
を
す

る

の
が
当
然
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
順
序
を
逆
転
さ
せ
て
は
じ
め
に
す

で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
応
挙

の
写
生
図
を

み
る
こ
と
に
す
る
。
そ
う
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、

新
出

の

「
写
生
図
貼
交
屏
風
」
を
紹
介
す
る
と
同
時
に
、
す

で
に
紹
介

さ
れ
て

い
る
応
挙

の
写
生
図

と
を
比
較
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
新
出

の

「
写
生
図
貼
交
屏
風
」

　

　

の
特
質
を
よ
り
明
ら
か
に
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
応
挙

の
写
生
図
に

つ
い
て
は
、
佐

々
木
亟
平
氏
が

『応
挙
写
生
画
集
』

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て

い
る

鋤

の
で
、

こ
れ
に
よ

っ
て
応
挙

の
写
生
図
を
概
観
す

る
こ
と
に
す
る
。

ー

現
在
、
応
挙

の
写
生
図
と
し

て
よ
く
知

ら
れ
て

い
る
も

の
を

列
記
す

る
と
、
個
人

の

「
花
鳥
写
生
図
巻
」

(二
巻
)
、

天
理
図
書
館

の

「
人
物

正
写
図
巻
」

(三

巻
)
、
京
都
国
立
博
物
館

の

「琵
琶
湖
宇
治

川
写
生
図
巻
」
、
ア

ル
カ
ン
シ

エ
ー

ル
美

術
財
団

の

「
淀
川
両
岸
図
巻
」
「
淀
川
両
岸
図
巻
画
稿
」
、
東
京
国
立
博
物
館

の

「写
生
蝶
之
図
折
本
」
、
同
東
京
国
立
博
物
館

の

「
円
山
応
挙
写
生
帖
折
本
」
、
同
東
京
国
立
博
物
館

の

「
昆
虫
写
生
帖
折
本
」
、
同
東
京
国
立
博
物
館

の

「
禽
虫
之
図

折
本
」
、
個
人
の

「
写
生
雑
録
帖
冊
子
」
、
な
ど
と
な
る
。
こ
れ
ら
を
巻

子
本
、
折
本
、
冊
子
等
に
大
き
く
分
け
て
順
次
み
て
い
く
こ
と
に
す

る
。

個
人
の

「花
鳥

写
生
図
巻
」
は
二
巻
で
あ
る
。
第

一
巻
に
は
二
十
三
図
が
あ

り
第

二
巻
に
は
九
図

が
あ

る
。

こ
れ
ら
二
巻

の
覚
書

き
の
う

ち
に
、

「庚
寅
」

(明
和

七
年

・
一
七
七
〇
)
、
「
辛
卯
」

(明
和
入
年

・
一
七
七

一
)
、
「
壬
辰
」

(安
永
元
年

・

}
七
七

二
)
な

ど
の
年
紀
す
な
わ
ち
写
生
を
し
た
年
紀

が
認
め
ら
れ
る
の
で
、

こ
れ
ら
の
写
生
図
巻

は
明
和
七
年
か
ら
安
永
元
年

の
問

に
な
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
「
花
鳥
写
生
図
巻
」
は
、
文
字
通
り
、
花
鳥
を
精
細

に
写
生
し
て
お
り
、
随

所

に
写
生
し
た
年
月

日
、
写
生
し
た
対
象

の
名
前
、
形

の
特
色

な
ど
を
細
か
く
書
き
込
ん

で
い
る
。
な
か
に
は
花
鳥
で
は
な
く
、
兎
、
鼠
、
猿
な
ど

の
動
物

の
写
生

図

が
認
め
ら
れ
る
。

天
理
図
書
館

の

「人
物
正
写
図
巻
」
は
三
巻
で
、
第

一
巻

は
七
図
、
第

二
巻

は
入
図
、
第
三
巻
は
三
十
二
図
を
数
え
る
。

こ
の
第

}
巻
と
第

二

▼

 

応
挙
の
写
生
図
に
つ
い
て



応
挙
の
写
生
図
に
つ
い
て

巻
を
合
わ
せ
て
人
物

の
全
体
像
を
写
生
し
、
し
か
も
そ
れ
ら
は
縦

に
合
せ
る
珍
し

い
形
式

の
も

の
で
あ
る
。
第

三
巻
は
老
若
の
男
女
、
さ
ら
に
は
年
齢

の
違

い
に
よ

っ
て
細
か
く
描
き
分
け
た
り
、
人
体

の
各
部
分
を
細
密

に
描
写
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
三
巻

は
そ
の
第

一
巻

の
巻
頭

の
序
文
、
「
人
物
正
写
惣
本

両
巻
可
合
見
万
人

年

齢
可
骨
法
考
知

全
三
巻

明
和
七
庚
寅
冬

応
挙
応
需
」

に
よ

っ
て
、
明
和
七
年

(
一
七
七
〇
〉

の
冬
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
解

る
。
京
都
国
立
博
物
館

の

「
琵

琶
湖
宇
治
川
写
生
図
巻
」

は
元
は
二
十
紙

の
袋
綴
の
冊
子
で
あ

っ
た
。
そ

の
こ
と
を
、
巻
頭
の
序
文
す
な
わ
ち

「
明
和
庚
寅
秋
八
月
廿
七
日
望

紙
数
弐
拾
枚

応

挙
」
が
明
示
し
て

い
る
。
さ
ら
に
こ
の
写
生
図
が
明
和
七
年

(
一
七
七
〇
)
八
月
二
十
七
日
に
な
さ
れ
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
琵
琶
湖
、
宇
治
川
の
両
岸
を
文
字
通

り

ス
ケ

ッ
チ

(速
写
)
の
写
生
を
し
な

が
ら
下

っ
て

い
る
。

そ
の
こ
と
を

「
明
和
庚
寅
秋
八
月
廿
七
日
望
…
」

の

「
望
」

の
文
字
が
よ
く
表
わ
し
て

い
る
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち

「
望
」
は
富
士
山
を
の
ぞ
む
と
か
、
何

々
の
場
所

に
面
す
る
と

い
う
意
味

で
用

い
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り

ス
ケ

ッ
チ

の
対
象
は
両

岸
の
風
景
、
川

の
流
れ
、
川
で
働
く
人
物
、
雁
や
鶴

な
ど
で
あ
り
、
な
か

で
も
人
物

の
写
生
図
で
は
人
体
を
描

い
た
後

に
衣
を
着

せ
る
方
法
で
描

い
て

い
る
。

こ
れ

は
応
挙

な
ち
で
は
の
表
現

で
あ

っ
て
注
目
さ
れ
る
。

こ
の

「
琵
琶
湖
宇
治
川
写
生
図
巻
」
が
琵
琶
湖
、
宇
治
川
両
岸

の
ス
ケ
ッ
チ

(速
写
)

の
写
生

で
あ

る
こ
と
を
す

で
に
指
摘
し
た
が
、
同
様

の
こ
と
が
窺
え
る
の

に
、
ア

ル
カ

ン
シ

エ
ー
ル
美
術
財
団
の

「
淀
川
両
岸
図
巻
」
「
淀
川
両
岸
図
巻
画
稿
」
が
あ

る
。

こ
れ
ら

は
、
京
都
か
ら
大
阪

へ
と
淀
川
を
下
り
な
が
ら
両
岸

の
景
色

を
写
生

し
て
お
り
、
画
面
上
方

が
右
岸
、
下
方
が
左
岸

と
な

っ
て

い
る
。

こ
れ
は

一
方
か
ら
見
る
の
で
は
な
く
、
右
岸
は
下
方
か
ら
見
、
左
岸

は
上
方
か
ら
見
る
よ

う

に
出
来
て

い
る
。

し
た
が

っ
て
、
巻
物
を
縦
に
お
く
と
、
淀
川
を
下

っ
て
い
く
趣
向
に
な

っ
て
い
る
。
巻
物
を
縦
に
す
る
こ
と
は
天
理
図
書
館

の

「
人
物
正
写
図

巻
」

の
第

一
巻
、
第
二
巻
を
合
わ
せ
て

一
図
に
な
る
写
生
図

に
も
通
じ
る
も

の
で
、
応
挙

の
新
し

い

一
面
か
も
知
れ
な

い
。
さ
ら

に
こ
う
し
た
本
来
横

へ
展
開
す
る

も

の
を
縦
に
す
る
と

い
う

こ
と
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
最
晩
年

の
絶
筆
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

「保
津
川
屏
風
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

「保
津
川
屏
風
」
を
横

へ
と

一
線
上

に
飾
る
と
、
保
津
川
の
流
れ
が
中
央
に
集
ま
る
よ
う

に
な
る
が
そ
れ
を
左
右
両
側

に
立
て
な
ら

べ
る
と
保
津
川

の
流
れ
は
上
か
ら
下

へ
流
れ
て
行
く
よ
う

に

「
し
か
け
」
ら
れ
て
お
り
、
屏
風

の
間
に
坐
る
と
ま
る
で
舟

に
乗

っ
て
い
る
よ
う
な
気
分

に
な
る
の
で
あ
る
。
因
に
、
「
淀
川
両
岸
図
巻
」
は
明
和

二
年

(
一
七
六
五
)

の
制
作

で
あ
り
、
画
稿
は
そ
の
二
年
前
の
宝
暦
十
三
年

(
一
七
六
三
)
に
写
さ
れ
て
い
る
。

東
京
国

立
博
物
館

に
は

「
写
生
蝶
之
図
折
本
」

「円

山
応
挙
写
生
帖
折
本
」

「昆
虫
写
生
帖
折
本
」
「
禽
虫
之
図
折
本
」

の
四
本

の
写
生
図
が
あ

る
。
「
写
生
蝶
之
図

折
本
」
は
七
図
あ
り
、
そ
れ

に
何
種
も
の
蝶
を
写
生
し

て
い
る
。
表
紙
題
簸

に

「
円
山
応
挙
写
生
蝶
之
図
全
」
と
あ
り
、
第

一
紙
目
に

「
蝶

応
挙
蔵
」

と

「
円
山

(40)
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応
挙
の
写
生
図
に
つ
い
て

図3「 禽虫之図」表紙題簸 東京国立博物館

氏
図
書
記
」
の
朱

文
方
印

が
認
め
ら
れ
る
。
年
紀

の
記
述
は
な

い
。

こ
れ
と
同
様
に
年

紀

の
認
め
ら
れ
な

い
も

の
に
、

「禽
虫
之
図
折
本
」
が
あ
る
。
こ

の
折
本
は
二
十
九
図
あ

る
。
最
初
か
ら
二
十
七
図
ま

で
が
鳥
禽

の
写
生
図
で
あ

っ
て
、
最
後

の
二
図
す
な
わ
ち

二
十
入

・
九
図

に
虫
類
が
写
さ
れ
て

い
る
。

こ
れ

の
表
紙
題
簸

に

「
始
興
渡
辺
求

馬
写

生

応
挙
円
山
主
水
複
写

禽
虫
之
図

全
」

(挿
図
3
参
照
)
と
い
う
墨
書

が
認
め
ら

れ
る
。

こ
の
墨
書

に
よ

っ
て
、
応
挙
が
渡
辺
始
興

の
写
生
図
を
複
写
し
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
と
同
時

に
、
写
生
図
が
す

で
に
渡
辺
始
興

の
時
代
に
は
存
在
し

て
い
た

こ
と
が
明

ら
か
に
な
る
。

こ
れ
は
ま
た
応
挙
が
渡
辺
始
興
に
学
ん
だ
こ
と
を
明
示
す

る
資
料

の
ひ

と

つ
に
も
な
る

の
で
あ
る
。

「
円
山
応
挙
写
生
帖
折
本
」
は
二
十
図
が
あ
り
、
草
花

の
写

生
図
が
中
心

に
な

っ
て
い
る
。
十
二
図
が
竹

ノ
子
の
写
生
図
で
あ

っ
た
り
、
他
に
十
入

図

が
猿

の
写
生
図
、
十
九
図
が
河
亀

の
写
生
図
、
二
十
図
が
鴛
鴛

の
写
生
図

で
あ

る
。

い
ず
れ
も
が
精
細
な
写
生
図

で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
な

か
で
も
、
十
六
図

の
山
茶
花
、
十
入
図

の
猿

の
写
生
図

は
個
人

の

「
花
鳥
写
生
図
巻
」

に
も
同
じ
写
生
図

が
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
は
ス
ケ

ッ
チ

の
意
味

の
写
生
と

い
う
よ
り
も
絵
手
本
と
し
て
の

意
味
す
な
わ
ち
粉
本

と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
暗

に
物
語

っ
て

い
る
で
あ
ろ
う

。
写
生
図

の
な
か

の
覚
書
き
に
、
「
庚
寅
」

(
明
和
七
年

・
一
七
七
〇
)
、

「
辛
卯

(明
和
入
年

・
一

七
七

一
)
、

「壬
辰
」

(安
永
元
年

・
一
七
七
二
)
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、

こ
の

「
円

山
応
挙
写
生
帖
折
本
」
は
明
和
七
年

か
ら
安
永
元
年

の
間
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

「
昆
虫
写
生
帖
折
本
」
は
二
十

一
の
台
紙
に
大
小

の
紙
片
五
十
九
葉
の
写
生
図
を
貼

っ
て

い
る
。
文
字
通
り
昆
虫
ば
か
り
の
写
生
図

で
あ

る
が
、
大
小

の
紙
片
五
十
九
葉

の
写
生

(41)

輔
,



応
挙
の
写
生
図
に
つ
い
て

図
を
貼

っ
て

い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
、
応
挙

の
写
生
図
を
色

々
な
と

こ
ろ
か
ら
集

め
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
最
初

の
台
紙
に
元
は
表
紙
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も

の
を
貼

っ
て

い
る
の
で
あ

る
が
、
そ
れ

に

「
安
永
丙
申
仲
秋
初
写

虫

応
挙
蔵
」
、

の
題
字
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
安
永
五
年

(
}
七
七
六
)
に
写
生
さ
れ
た
も

の

で
あ
ろ
う
。

個

人
の

「
写
生
雑
録
帖
冊
子
」
は
文
字
通
り
草
花

か
ち
鳥
禽
、
魚
、
山
羊
、
蛇
、
山
水
な
ど
実
に
様

々
な
も
の
の
写
生
図

が
認

め
ら
れ
る
。
そ

の
覚
書

き
の
年
紀
、

す
な
わ
ち

「
明
和
辛
卯
」
「
辛
卯
」
「
壬
辰
」
な
ど
か
ら
、

明
和
入
年

(
一
七
七

一
)
か
ら
安
永
元
年

(
一
七
七

二
)

の
間

に
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

以
上

に
よ

っ
て
応
挙

の
写
生
図
は
、

ス
ケ

ッ
チ

の
意
味

の
写
生
す
な
わ
ち
速
写

の
写
生
図
と
、
そ
う

し
た
ス
ケ
ッ
チ

の
写
生
を
踏
え
た
絵
手
本
す
な
わ
ち
粉
本

と

考
え
ら
れ
る
写
生
図
、

さ
ら
に
は

「
禽
虫
之
図
折
本
」

の
よ
う

に
先
人
の
写
生
図
を
複
写
し
た
写
生
図
な
ど
、
大
き
く
三

つ
に
分
け
ら
れ
る
。

こ
の
他
に
も
す

で
に

み
た
よ
う

に
横
に
展
開
す

る
も

の
を
縦

に
用

い
た
表
現

の
特
異
な
写
生
図
と
し
て
、
「
淀

川
両
岸
図
巻
」
「
淀
川
両
岸
図
巻
画
稿
」

「
人
物
正
写
図
巻
」
な
ど
が
あ
る
。

三
、
新
出

の

「写

生
図
貼
交

屏
風
」

(42)

り
ょ
う
き
ょ
う

 「
写
生
図
貼
交
屏
風
」
は
二
枚
折

の
屏
風

に
七
図
ず

つ
両
方

に
、
す
な
わ
ち
+
四
図
の
写
生
図
を
貼
交
ぜ
て
い
る
。
向

っ
て
右
方
に
は
①

「小
禽
図
」
②

「
良

姜

・

落
葉
松
図
」
③

「
柳
図
」
④

「
兎
図
」
⑤

「
竹
図
」
⑥

「
萱

・
若
芦
図
」
⑦

「
ス
ズ
鴨
図
」

の
七
図
が
配
さ
れ
、
左
方
に
は
⑧

「
サ

ン
ザ

シ

・
雲
菌
図
」
⑨

「
ヒ
シ

ヤ
シ
ヤ
キ

・
ア

セ
ボ

・
ユ
ス

・
檜
図
」
⑩

「鷹

図
」
⑪

「
猿
図
」
⑫

「
山
茶
花
図
」
⑬

「
河
亀

図
」
⑭

「
エ
ホ
シ
貝
図
」

の
七
図

が
貼
交

ぜ
ら
れ
て

い
る
。

こ
れ
ら

十
四
図
は
紙
本

に
淡
彩
を
施
し
て
お
り
、
大
き
さ
は
縦
三
ニ

セ
ン
チ
前
後
、
横
四
三
セ
ン
チ
前
後

で
あ

っ
て
、
十
四
図
と
も
そ

の
大
き
さ
が
同

一
で
は
な

い
。
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
写
生
図
に
は
写
生
を
し
た
年
月
日
、
写
生
し
た
も
の
の
名
称
、
色
彩
な

ど
の
特
色

を
記
し
た
覚
書
き
が
随
所

に
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
十
四
図

の
写
生

図
を
す

で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
写
生
図
と
区
別
す

る
た
め
に
、
写
生
図
の
形
態
か
ら

「
写
生
図
貼
交
屏

風
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す

る
。

①

「
小
禽
図
」

(挿
図
4
参
照
)
は
四
十
雀
、
山
雀
、

ヒ

バ
、

ニ
ウ
ナ
イ
雀
、
雲
雀
、
ウ
ソ
な
ど
の
小
禽
を
精
細
に
描
き
分
け
て

い
る
。
こ
れ
ら

の
う
ち
四
十
雀
、

ヒ

バ
、
ウ
ソ
の
三
種
の
写
生
図
は
、
「
写
生
雑
録
貼
冊
子
」
に
認
め
ち
れ
る
が
、
他

の
山
雀
、

ニ
ゥ
ナ
イ
雀
、
雲
雀
な
ど
は

「写
生
雑
録
帖
冊
子
」
に
は
認
め
ら
れ
ず

他

の
写
生
図
に
も
そ
の
写
生
図
を
見
る

こ
と
は
な

い
。
す
な
わ
ち
す

で
に
紹
介
さ
れ

て
い
る

「
写
生
雑
録
帖
冊
子
」

の
写
生
図
が

「
小
禽
図
」

の
な
か
に
見
出
さ
れ



応
挙
の
写
生
図
に
つ
い
て

図4「 写生雑録帖冊子」(四十雀図部分)個 人 「写生図貼交屏風」(四十雀図部分)個 人

図5「 写生雑録帖冊子」(ウソ図部分)個 人
「写生図貼交屏風」(ウソ図部分)個 人

(43)
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応
挙

の
写
生
図
に
つ
い
て

る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
じ
写
生
図
が
認
め
ら
れ
る
に
し
て
も
、
全
て
が
同

一
で
あ
る
場
合
、
す
な
わ
ち
そ

の
形
姿
か
ら
覚
書
き
ま
で
の
全

て
が
同

一
で
あ
る
写

生
図
と
、
そ
の
写
生
図

の
形
姿
が
同
図
で
あ

っ
て
も
整
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
覚
書
き

に
相
違
が
認

め
ら
れ
る
も

の
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

た
と
え
ば
四
十

雀
の
写
生
図
を

み
る
と
、
側
面

の
姿
、
真
正
面
の
姿
、
側
面

の
姿

で
頭
や
嗜
を
真
上

に
上
げ
た
姿
、
腋

の
姿

(腹

の
方
を
み
せ
た
姿
)
、
真
正
面

で
顔
部

の
み
を
大
き

く
写
し
た
姿
、
何

の
姿

か
定

か
で
な

い
姿
な
ど
六
図
が
認

め
ら
れ
る

(挿
図
4
参
照
)
。

こ
れ
ら
六
図

は

「写
生
雑
録
帖
冊
子
」
の
そ
れ
ら
に
全
く
同

一
の
図
様

で
あ

ス
ミ
ノ

る
。
そ
れ
に
対
し
て
覚
書
き
に
は
相
違

が
あ

る
。
「
写
生
図
貼
交
屏
風
」
の
覚
書
き
は
「
四
十
雀

頭
丸
顔
方
也

濃
墨

紙
掛

尾

ノ
裏

二
枚
白
也

背
羽
背
足

具

アイ
遇
シ
ト

背
薄
青
掛

項
首
黄
也
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
写
生
雑
録
帖
冊
子
」
は

「
四
十
雀

ボ
ウ
八
角
白
也

尾
裏

二
枚
白
也

足

墨
具
腋
白

背
羽
共

二
墨
具
口
□
掛

濃
墨
仕
立

頭
丸
也
黒
所
濃
墨
□
掛

頭
ウ
ナ
シ

ヨ
リ
背

カ
タ
迄

雌
黄
口
」
と
あ
る
よ
う
に
、
覚
書
き

に
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。

ヒ
バ
の
写
生
図
は
同

一
で
あ
る

が
そ

の
覚
書
き
に
相
違

が
あ
る
。

つ
ま
り
本
図
に
は
覚
書
き
が
な

い
が

「
写
生
雑
録
帖
冊
子
」

に
は
覚
書
き
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

「
ウ
ソ
」

の
写
生

図

(挿
図
5
参
照
)
を

み
る
と
、
本
図
に
は
二
羽

の
ウ
ソ
が
精
細
に
写
生
さ
れ
て

い
る
の
に
対
し
て
、
「
写
生
雑
録
帖
冊
子
」
に
は
三
羽
の
ウ
ソ
の
写
生
図
が
あ
り
そ

の
う
ち

の

一
羽
に
は

「
誤
写
」

と
い
う
覚
書
き
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
は

「写
生
雑
録
帖
冊
子
」

に
認

め
ら
れ
る

「
誤
写
」
と
書
か
れ
た
ウ
ソ
の
写
生
図
が
省
略
さ

鋤

れ
て
、
本
図

の
写
生
図
に
な

っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
あ
る
ひ
と

つ
の
写
生
図
が
次

に
整
理
さ
れ

て
転
写
さ
れ
た

こ
と
を
示
し
て

い
る
。

ー

こ
れ

は
注
意
さ
れ
て
よ

い
。

さ
ら
に
注
意
さ
れ
て
よ
い
こ
と
は
四
十
雀

の
写
生

で
ふ
れ
た
よ
う

に
、

ひ
と

つ
の
対
象

を
写
生
す
る
時

い
く

つ
か
の
異
な

る
角
度
か
ら
行

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

た
と
え
ば
四
十
雀

の
場
合
、
六

つ
の
写
生
図

が
あ

っ
た
。

こ
の
こ
と
を
応
挙
自
身

の
こ
と
ば
を
借
り
て

い
え
ば
、
「
色

々
一二

品
ヲ
写
置

ヘ
シ
、
小
冊
、
矢
立
用
レ
之

(朱
墨
二
品
可
レ
用
也
)
時

々
兼
レ
隙
而
可
二
写
置
一、
以
二
一
品
一
渡
二
数
品
ハ
以
二
数
品

一為
二
一
品
一
画
之
作
意
也
」
と
な
る
。

こ
こ
に
応
挙
の
写
生
の
基
本
的
な
考
え
方

が
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
応
挙
は
描
写
対
象

の
精
細
な
写
生
を
あ
ら
ゆ
る
角
度

か
ら
行
な

い
、
そ
れ
ら
を
消
化
し
再
構
成
、

つ
ま
り
組

み
合

せ
て
理
想
的

な
絵
画
に
仕
上
げ
れ
ば
良

い
と
す
る
の
で
あ

る
。
①

「
小
禽
図
」

の
よ
う

に
整
理
さ
れ
て
転
写

さ
れ
た
写
生
図
と
考
え
ら
れ

る
も

の
と
し
て
、
④

「兎
図
」
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
④

「
兎
図
」
は
、
個
人
の

「
花
鳥
写
生
図
巻
」

の

「
兎
図
」
と
そ
の
図
様
や
構
成
な

ど
の
ほ
と
ん
ど
が
同

一
で
あ
る
が
、
鼻
先

の
み
を
写
し
た

写
生
図

の
描
写
さ
れ
て

い
る
位
置

の
み
が
異
な
る
。
す
な
わ
ち
兎
を
斜
め
正
面
か
ち

の
写
生
、
側
面

の
姿

の
写
生
、
黒
兎
の
正
面
の
顔

の
み
の
写
生
、
白
兎

の
正
面

の
顔

の
み
の
写
生
、
鼻
先

の
み
の
写
生
な
ど
と
五

つ
の
方
向

か
ら
写
生
し
た
兎

の
形
姿

の
う
ち
、
最
後

の
鼻
先

の
み
を
写
生
し
た
も

の
は
本
図
で
は
写
生
図
全
体

の



左
下
方

の
角

に
写
さ
れ
て

い
る
の
に
対
し
て
、
個

人
の

「
花
鳥
写
生
図
巻
」
で
は
黒
兎
の
顔

の
み
の
写
生
と
白
兎
の
顔
の
み
の
写
生
と
の
間

に
写
さ
れ
て

い
る
の
で

あ
る
。

こ
こ
に
も
、

】
枚

の
う
ち
に
い
く

つ
も
の
写
生
対
象
を
転
写
す
る
時
に
、
転
写
さ
れ
る
位
置
が
変
わ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

の
で
あ

る
。
さ
ら
に
①

「
小
禽

図
」
と
④

「兎
図
」
の
両
図
に
は
、
「
圓
山
蔵
」
の
墨
書

が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
同

一
人
物
が
同
じ
意
図
を
も

っ
て
写
生
図
を
転
写
し
た
こ
と
を
窺
わ

せ
る
も

の
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。
す
な
わ
ち
す
で
に
応
挙

の
写
生
図
あ
る
い
は
円
山
家
の
写
生
図
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も

の
の
な
か
か
ら
、
あ
る
ひ
と

つ
の
意
図

に
よ

っ
て
写
生

図
を
転
写
し
て
新
し

い
写
生
図
を
作
成
し
よ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。
写
生
図

と
は
本
来
的
に
常

に
新
し

い
も

の
で
同

】
の
も

の
は
存
在
し
な

い
は
ず

で
あ
る
の
に
、

同

】
の
写
生
図
を
さ
ら
に
転
写
し

て
写
生
図
に
す

る
こ
と
は
粉
本
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
も

の
で
あ

る
。

こ
れ
は
前
述
に
も
指
摘
し
た
よ

う

に
注
目
す

べ
き
こ
と
で
あ

る
の
で
、
後
に
ま
た
ふ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

①

「
小
禽
図
」

の
う
ち
山
雀
、

ニ
ゥ
ナ
イ
雀
、
雲
雀
な
ど
の
写
生
図

は
、
す
で
に
ふ
れ
た
四
十
雀
、
ヒ

バ
、

ウ
ソ
な
ど
と
同
様
、
精
細
な
写
生
図
で
あ
る
が
現
在

ま
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
応
挙

の
写
生
図

の
な
か
に
は
見
出
さ
れ
な

い
。
年
紀
も
認
め
ら
れ
な

い
。

②

「
良
姜

.
落
葉
松
図
」

は
個
人
の

「花
鳥
写
生
図
巻
」
と
そ
の
図
様
や
覚
書
き

の
文
字

か
ら
位
置
ま
で
全
く
同

一
で
あ
る
。
さ
ら

に

「辛
卯
仲
冬
写
」
と
い
う

㊦

覚
書

き

に
よ

っ
て
、

こ

の
写
生

図

は

明
和

八
年

(
一
七
七

一
)
に
写

生

さ
れ

た

こ
と

が
知
ら

れ

る
。

因

に

、
露

.暴

ガ

月

桃

の
種
子

で
あ

る

が
そ

の
月

桃

と
は
・

シ

ヨ

但

ウ
ガ
科

の
多
年

草

で
あ

る
。
夏

、

芳
香
あ

る
淡
白

色

の
花

を

つ
け

、
果

実

は
球
形

で
熟
す

る

と
紅

色

に
な

り
、

薬

用

と
す

る
。

茎

は
乾

燥
さ

せ
て

マ
ッ
ト

や
漁
網

な

ど
の
繊
維

に
す

る

。

②

「良

姜

・
落
葉

松
図

」

の
よ
う

に
、

写
生

図

の
図
様

や
覚

書

き
ま

で
全

て

が
同

一
の
も

の
に
、
⑨

「
ヒ
シ

ヤ
シ

ヤ
キ

・
ア

セ
ボ

・
ユ
ス

・
檜
図
」

⑫

「
山
茶

花

図
」
⑬

「
河
亀

図
」

な

ど

が
あ

る
。
⑨

「
ヒ
シ
ヤ

シ

ヤ
キ

・
ア

セ
ボ

・
ユ
ス

・
檜

図
」

は
個

人

の

「
花
鳥

写
生

図
巻

」

の
そ

れ

に
、

図
様

や

覚
書

き

の
文

字
す

べ

て

が
同

一
で
あ
る

。

た

だ

「
テ

リ
葉
」

の
文

字

が
本

図

で
は

「
テ
リ
」

と

「
葉
」

が
二
行

に
わ

た

っ
て
書

か

れ

て

い
る
と

こ
ろ

が
少
し

ち

が
う

だ
け

で
あ

る
。
⑫

「
山

茶
花
図

」

は
個

人

の

「花

鳥
写

生
図

巻
」

や
東
京

国

立
博

物
館

の

「
円

山
応
挙

写
生

帖
折

本
」

の

「
山

茶

花
図

」

と
図
様

も
覚
書

き

も
全

く
同

一
で
あ

り

、
⑬

「
河

亀

図
」

も
東

京
国

立

博
物

館

の

「
円

山
応

挙
写
生

帖

折
本

」

の

「
河
亀

図

」

に
、
図

様
や
覚

書

き

が
全

く

同

一
で
あ

る
。

写
生

図

の
図
様

は
同

一
で
あ

る

が
そ

の
覚
書

き

に
な

ん

ら

か

の
相

違

の
認

め
ら

れ

る
も

の
が
あ

る
。
③

「
柳

図
」
⑦

「
ス
ズ
鴨

図

」
⑧

「
サ

ン
ザ

シ

・
雲

菌
図

」

⑪

「
猿

図
」
が
そ

れ

で
あ

る
。
③

「
柳
図

」

は
個

人

の

「
花

鳥

写
生

図
巻

」

の
そ
れ

に
そ

の
図
様

が

一
致

す

る

が
、
本

図

に
は

「
辛
卯

季
春

写

柳

(後

略
)
」

の
覚

応
挙
の
写
生
図
に
つ
い
て

　
▼



応
挙
の
写
生
図
に
つ
い
て

図6「 円山応挙写生帖」(東 京国立博物館)

「花鳥写生 図・巻」(個 人)

書
き

が
認
め
ら
れ
な

い
。
⑦

「
ス
ズ
鴨

図
」
も
③

「
柳
図
」
同
様
、
個
人

の

「
花
鳥

写
生
図
巻
」

の

「
ス
ズ
鴨
図
」

の
図
様

と
同

一
で
あ
る
が
、
本
図
に
は
雄

の
ス
ズ
鴨

の
背

の
と
こ
ろ
に

「
ス

・
鴨
」

の
覚
書

き
の
文
字

が
な

い
。

ま
た
本
図
に
は
右
下
方

の
角

に

「
圓
山
氏
図
書
記
」

の
朱
文
方
印
と
判
読

で
き
な

い
朱
文

の
小
判
印
が
認
め

ら
れ
る
。
前
者

の

「
圓
山
氏
図
書
記
」

の
印
章

は
東
京
国
立
博
物
館

の

「
写
生
蝶
之

図
折
本
」

の
表
紙
や
全
七
図

に
認
め
ら
れ
る
印
章
と
同
印
で
あ
る
。

こ
の
印
章
は
何

を
意
味
す

る
の
か
は
定
か

で
は
な

い
。
今
後

の
課
題
で
あ
る
。
⑧

「
サ

ン
ザ
シ

・
雲

菌
図
」
も
③

「柳
図
」
⑦

「
ス
ズ
鴨
図
」
同
様
、
個
人

の

「
花
鳥
写
生
図
巻
」
の

「
サ

ン
ザ

シ

・
雲
菌
図
」

の
図
様
と
同

一
で
あ
る
が
、
そ

の
覚
書
き
に
相
違

が
認
め
ら
れ

る
。
本
図

の
雲
菌

の
覚
書
き

「雲
菌

辛
卯
九
月
中
写

南
都
三
笠
山
産
」
が
個
人

の

「
花
鳥
写
生
図
巻
」
で
は

「辛
卯
」

が
な
く
、
さ
ら
に
は
本
図

の
サ

ン
ザ
シ
の
覚

書
き

「
サ
ン
ザ

シ

辛
卯
九
月
中
写
」
が
個
人

の

「
花
鳥
写
生
図
巻
」
で
は

「辛
卯
」

が
な

い
の
で
あ
る
。
⑪

「猿
図
」

(挿
図
6
参
照
)
に
あ

っ
て
も
同
様

の
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
図
様
は
同

一
で
あ

る
が
覚
書
き
に
相
違

が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
本
図

の
覚
書
き
は
「猿
三
才

惣
身
淡
墨
具
淡
墨
毛

黄

コ
ル
掛

目
作
土

耳

肉
也
」

で
あ
る
が
個
人

の

「
花
鳥
写
生
図
巻
」

で
は
本
図
の
覚
書

の
前

に
年
紀

の
記

述
、

つ
ま
り

「
明
和
庚
寅
仲
春
写
応
挙
」

の
文
字
が
記
述
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

以
上

の
①

「小
禽

図
」
②

「良
姜

・落
葉
松
図
」
③

「
柳
図
」
④

「
兎
図
」
⑦

「
ス

ズ
鴨
図
」
⑧

「
サ

ン
ザ
シ

・
雲
菌
図
」
⑨

「
ヒ
シ
ヤ
シ
ヤ
キ

・
ア
セ
ボ

・
ユ
ス

・
檜

図
」
⑪

「
猿
図
」
⑫

「
山
茶
花
図
」
⑬

「
河
亀
図
」
な
ど
は
、
す

で
に
紹
介

さ
れ
て

(46)



い
る
写
生

図
と
ほ
ぼ
同

一
の
写
生
図
で
あ

っ
た
。

こ
の

「
写
生
図
貼
交
屏
風
」

に
は
こ
れ
ら
十
図
の
他
に
、
⑤

「
竹
図
」
⑥

「
萱

・
若
芦
図
」
⑩

「
鷹
図
」
⑭

「
エ

ホ
シ
貝
図
」

の
四
図
が
あ
る
。

⑤

「竹

図
」
は
付
立
の
没
骨
技
法

で
竹
を
写
生
し
た
も

の
で
、
そ
の
覚
書
き
す
な
わ
ち

「
明
餅
辛
卯
春
日
写
淡
竹
」
に
よ

っ
て
、
明
和
八
年

(
一
七
七

}
)
に
写

生
さ
れ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
⑥

「
萱

・
若
芦
図
」
も
付
立
の
没
骨
技
法

で
穂

の
出

た
萱
や
、
若

々
し

い
芦
を
写
し
て
い
る
が
年
紀
の
記
述

は
な

い
。
⑩

「
鷹
図
」

は
鷹

の
側
面

の
姿
、
翼
や
尾
羽
根
を
中
心
に
し
た
姿
、
腹
を
中
心

に
し
た
姿
な
ど
に
、
羽
根

の
裏
、
尾
羽
根

の
裏
な

ど
を
精
細
に
写
生
を
し
て
お
り
、
「
右
二
品
之
鷹

干
時
明
和
七
歳
秋
九
月
写
放
生
也
」
と

い
う
覚
書

き
に
よ

っ
て
、
明
和
七
年

(
一
七
七
〇
)

に
写

生
さ
れ
た
こ
と
が
解

る
。
⑭

「
エ
ホ
シ
貝
図
」

は

エ
ホ
シ
貝

の

表
と
裏

の
写
生
が
な
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら

の
問

に
、
「
エ
ホ
シ
貝

壬
辰
正
月
写
」
と

い
う

覚
書

き
が
書

か
れ
て

い
る
。

こ
れ

に
よ

っ
て
本
図
は
安
永
元
年

(
一
七

七
二
)
に
写
生
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
四
図
は
、

い
ず
れ
も
描
写
対
象
を
眼
前
に
し
て
写
生
し
た
と

い
う
臨
場
感

に
乏
し
く
、
そ

の
整
理
さ
れ
た
構
成

や
生

気
に
乏

し
い
写
生
図
と
い
う

こ
と
か

ら
、
す
で
に
写
生
図
と
し
て
あ

っ
た
も

の
を
転
写
し
た
も

の
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。

こ
れ
は
折
々
に
ふ
れ
て
き
て

い
る
よ
う
に
、
絵
手
本
的

に
使
用
さ
れ
て

い
た

こ

と
を
示
し
て
お
り
、

つ
ま
り
粉
本
と
考
え
ら
れ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
そ

の
こ
と
を
顕
著
に
示
し
て

い
る
の
が
最
初

に
ふ
れ
た
①

「
小
禽
図
」

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
①

「
小
禽
図
」

の
な

か
に
認
め
ら
れ
る
四
十
雀
、

ヒ

ハ
、
ウ
ソ
の
写
生
図
は
、
個

人
の

「
写
生
雑
録
帖

冊
子
」

に
認
め
ら
れ

る
写
生
図
に
比
較
し

て
、
生
気
に
乏
し

い
。

そ

の
か
わ
り
、

そ
の
写
生
図
は
整
理
さ
れ
た
美
し
さ
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の

「写
生
図
貼
交
屏
風
」

(挿
図
7
参

照
)
の
写
生
図
は
、
個
人

の

「
写
生
雑
録
帖
冊

子
」
か
ら
①

「
小
禽
図
」
が

一
図
、
同
じ

く
個
人
蔵

の

「
花
鳥
写

生
図
巻
」

か
ら
②

「
良
姜

・
落
葉
松
図
」
③

「柳
図
」
④

「兎
図
」
⑦

「
ス
ズ
鴨
図
」
⑧

「
サ

ン
ザ

シ

・
雲
菌
図
」
⑨

「
ヒ
シ
ヤ
シ
ヤ
キ

・
ア
セ
ボ

・
ユ
ス

・
檜
図
」

⑪

「
猿
図
」
⑫

「
山
茶
花
図
」
な
ど
の
八
図
、
東
京
国
立
博
物
館

の

「
円
山
応
挙
写
生
帖
折

本
」
か
ら
⑪

「
猿
図
」
⑫

「
山
茶

花
図
」
⑬

「
河
亀
図
」

の
三
図
が
同

一
の
写
生
図
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
⑪

「
猿
図
」
⑫

「
山
茶
花

図
」
は
、
こ
の

「写

生
図
貼
交
屏

風
」

の
写
生

図
を
入
れ
る
と
、
個

人

蔵

の

「
花
鳥
写
生
図
巻
」
、
東
京
国
立
博
物
館

の

「
円
山
応
挙
写
生
帖
折
本
」
な
ど
、
同

一
の
写
生
図
が
三
図
あ
る

こ
と
に
な
る
。

い
ず

れ
に
し
て
も
、
す
で
に
紹
介

さ
れ
て

い
る
写
生
図
と
同

一
の
写
生
図
が
多
く
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、

こ
れ
ら
+
四
図

の
う
ち
、
⑤

「
淡
竹
図
」
⑦

「
ス
ズ
鴨
図
」
⑧

「
サ

ン
ザ

シ

・
雲

菌
図
」
⑩

「
鷹
図
」
⑭

「
エ
ホ
シ
貝
図
」

の
五
図
に
、
写
生
し
た
時

を

応
挙
の
写
生
図
に
つ
い
て

(47)
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応
挙
の
写
生
図
に
つ
い
て

(右隻)
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応
挙
の
写
生
図
に
つ
い
て

図7「 写生図貼交屏風」(左 隻)個 人

(49)
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応
挙
の
写
生
図
に
つ
い
て

「
写

生

図

帖

交

屏

風

」

の
写

生

図

一
覧

表

り筋絢隻右

番
号

名

称

材
質

法
量

備
考

1

小

禽

図

紙
本
漆
彩

0ヲ

リρ

L

×

3.904

「
圓
山
蔵
」

の

墨
書
が
あ
る。

「
写
生
雑
録
帖
冊
子
」
(
坂
田
氏)

に
認
め
ち
れ
る
写
生
図
が
整
理
さ
れ
て浄書されていると考えられる。年紀なし。

2

り
ょ渉つ

き
ょレつ

良

萎

図落葉松

〃

90

『V臥×2
.4り0

個
人
蔵
の

「
花
鳥
写
生
図
巻」
(
二

巻)

の
図
様
と
覚
書
も
全
く
同
じ
で
あ
る
。

年
紀
な
し。

3

柳

図

〃

-⊥

-乞×翫904

覚

書
な
ど

は
い
っ

さ
い

な
し。

た
だ

し、

個

人

蔵
の
「

花

鳥
写
生

図
巻
」

(
二

巻)

の

図

様
と

同
じ
で

ある。年紀なし。

4

兎

図

紙
本
墨
書

8

りρ乳×Lり44

「
圓
山
蔵
」

の
墨
書
が
あ
る。

個
人
蔵
の
「
花
鳥
写
生
図
巻
」
(
二

巻)

の

図
様
と
同
じ
で
あ
る。

た
だし、鼻先表現の位置が異なる。年紀なし。

5

竹
(

淡

竹
)

図

紙
本
淡
彩

-⊥

4乞×翫44

年
紀
「
明
餅
辛
卯
春
日
写
淡
竹
」

と
あ
る。

6

萱

・

若

芦

図

〃

4

0似×甑004

覚

書
・

年

紀
な

し。

7

ス

ズ

鴨

図

〃

-⊥

0
0

λ

×

」004

個
人

蔵
の
「
花

鳥
写
生

図

巻」

(
二

巻)

の

図

様
と
同

じ
で

あ
る。

た
だ

し、

左

方
の

背
の

と
こ

ろ
に
「
スズ鴨」の覚書がない。二印が認めちれる。「辛卯五月……」の年紀を有する。

(50)



一

り
つか絢隻左

8

サ

ン

ザ

シ

図

紙
本
淡
彩雲菌

-

り0乞×翫004

個

人
蔵
の
「

花

鳥
写
生

図
巻
」
(
二

巻)

の

図

様
と
同

じ
で

あ
る。

た
だ

し、

覚

書
が

相

違

す
る
。

年
紀「辛卯九月中写」を有する。

9

ヒ

シ

カ

シ

ヤ

キ

図アセボ、ユズ、檜

〃

9」

ワイ

仕

×

乞004

個

人
蔵
の

「

花
鳥
写

生
図
巻

(
二

巻)

の

図

様
と

同
じ
で

あ
る。

覚

書
も

同
じ。

た

だ

し、

そ
の

書
き方が相違する。年紀なし。

10

鷹

図

〃

0
3

9
乙

L

×

翫り04

年

紀
「
明

和
七

歳
秋
九

月
写
…

…
」

を

有

す
る
。

i

11

猿

図

〃

4

83×L400

個
人
蔵
の
「
花
鳥
写
生
図
巻
」
(
二

巻)

や
東
京
国
立
博
物
館
の
「
円
山
応
挙
写
生
帖
折
本
」

の
図
様
と同じである。したがって同じ写生図が三図あることになる。年紀なし。

12

山

茶

花

図

〃

1

1⊥乞×3り04

個
人
蔵
の
「
花
鳥
写
生
図
巻
」
(
二

巻)

や
東
京
国
立
博
物
館
の
「
円
山
応
挙
写
生
帖
折
本
」

の
図
様
と同じである。したがって同じ写生図が三図あることになる。年紀なし。

13

河

亀

図

〃

OO

QゾL×塩34

東
京
国
立
博
物
館
の
「
円
山
応
挙
写
生
帖
折
本
」

の
図
様
と
同
じ
で
あ
る。

年
紀
な
し。

14

エ

ホ

シ

貝

図

〃

0

94乞×5 .り04

年

紀
「
壬

辰
正

月
写
」

を
有

す
る。

(51)
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の
写
生
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に
つ
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て



応
挙
の
写
生
図
に
つ
い
て

知
る
年
紀
が
認
め
ら
れ
る
。
⑤
「
淡
竹
図
」
か
ら
順
次
記
す
る
と
、
「
明
餅
辛
卯
春

日
写
淡
竹
」
「辛
卯
五
月
…
…
」
「
辛
卯
九
月
中
写
」
「
…
…
明
和
七
歳
九
月
写
…
…
」

「
壬
辰
正
月
写
」
、
と
な
る
。
す
な
わ
ち

「
写
生
図
貼
交
屏
風
」
の
写
生
図
は
明
和
入
年

(
一
七
七

】
)

か
ら
安
永
元
年

(
一
七
七
二
)

の
間
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
す

で
に
紹
介
さ
れ

て
い
る
応
挙
の
写
生
図
巻
、
折
本
、
冊
子

の
多
く
が
明
和
七
年

(
】
七
七
〇
)
か
ら
安
永
元
年

の
間
に
写
生
さ
れ

て
い
る
の
で
、
同
じ
時
期

に
写
生
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
応
挙

の
写
生
図
が
明
和
七
年
か
ら
安
永
元
年
の
三
年
間

に
集
中
し

て
い
る
が
こ
の

「
写
生
図

貼
交
屏
風
」

の
写
生
図
も
、
そ

の
時
期
に
写
生
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

(「
写
生
図
貼
交
屏
風
」
写
生
図

一
覧
表
を
参
照
)
。

四
、
写
生

図
と
作

品

(花
鳥

、
鯉

魚
)

応
挙
は
写
生
図
を
作
品
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ

の
顕
著
な
作
例
と
し
て
仁
和
寺

の

「
深
山
大
沢
図
屏
風
」
や
個
人
の

「飛
雁
芙
蓉

・

寒
菊
水
禽
図
」
双
幅
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
深
山
大
沢
図
屏
風
」
は

一
方
が
深
山

の
趣
致
を
見
事

に
絵
画
化
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
他
方
は
文
字
通
り
大
沢
の

情
景
を

い
か
ん
な
く
表
現
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
応
挙

は

一
方
を
深
山
、
他
方
を
大
沢
と
対
比
さ
せ
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
然

の
大
き
さ
や
情
趣
を
余
す

と
こ
ろ
な
く
表
現
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
彼

の
自
然
観
察
の
精
緻
さ
と
技
術

の
確

か
さ
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
如
実
に
語
る
の
が
大
沢
の
情
景
を
表

現
し
た
片
双
の
中
央
に
配
さ
れ
た
三
羽

の
う
ち

の

一
羽
の
鴨

で
あ

る
。

つ
ま
り
そ
の
中
央
に
配
さ
れ
た

一
羽

の
鴨

(挿
図
8
参
照
)
は

「写
生
図
貼
交
屏
風
」
の
⑦

「
ス
ズ
鴨
図
」

の
鴨
が
方
向
を
変
え
て
そ
の
ま
ま
の
姿

で
描
写
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
写
生
図
を
そ

の
ま
ま
作

品
に
組
み
込
ん
で

い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
「飛
雁

芙
蓉

・
寒
菊
水
禽
図
」
双
幅

の
右
幅

で
あ
る

「飛
雁
芙
蓉
図
」
は
、
大
き
く
羽
を
ひ
ろ
げ
て
飛

び
か
う
二
羽

の
雁
に
紅
白

の
芙
蓉
を
写
し
、
左
幅

「
寒
菊
水
禽
図
」

は
寒
菊
の
咲

い
た
氷

の
張
り

つ
め
た
池
畔

に
鴨
や
鴛
喬
を
描

い
て
双
幅

に
仕
上
げ
て
い
る
。

こ
の

「
寒
菊
水
禽
図
」

の
上
方
に
配
さ
れ
た
二
羽
の
鴨

の
う
ち

の

一
羽

が

「写
生
図
貼
交
屏
風
」
の
⑦

「
ス
ズ
鴨
図
」
の
鴨
写
生
図
と
同

一
で
あ

る
。

こ
の

「
深
山
大
沢
図
屏
風
」
「
寒
菊
水
禽
図
」
の
鴨
表
現

の
よ
う

に
、
写
生
図
を
そ
の

ま
ま
作
品
に
写
す
と

い
う

ほ
ど
直
接
的

で
な

い
に
し
て
も
、
写
生
図
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
に
活
か
し
た
作
品
に
静
岡
県
立
美
術
館

の

「木
賊
兎
図
」

(挿
図
9
参
照
)
が

あ

る
。

こ
れ
は
画
面
中
ほ
ど
に
長
く
伸

び
た
木
賊

の
前

に
、
横
向
き
姿

の
白

い
兎
、
正
面
向
き

の
黒

い
兎
、
後
姿

の
白

い
兎
を
配
し
て
、
愛
ら
し

い
作
品
に
仕
上
げ

ふ
と

い

て
い
る
。

ま
さ
に
応
挙

の
写
生
図
が
活
か
さ
れ
た
作

品
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
木
賊
を
写
生
し
た
も
の
は
な

い
が
そ
れ
を
窺

わ
せ
る
水
草

(
ス
ゲ
)
、
太
藺
、
菖
蒲
、
杜

(52)
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応
挙
の
写
生
図
に
つ
い
て

慧
鷺灘

灘
.

轟
鱗

難

難

織驚

瀧^

韻 菰 誰

鷲難額

講
擁 嚢耀鮨
鰹 憲

溝㍉邸

慰欝難

「木賊兎図」静岡県立美術館

若

の
写
生
図
が

「
花
鳥
写
生
図
巻
」

の
な
か
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ち

に
白
兎
、
黒
兎

の
写
生
図
も

「
花
鳥
写
生
図
巻
」

の
な
か
に
見
出
す

こ
と
が
で

き
る
。

こ
れ
ら
の
写
生
図
を
組
合
せ
て

「
木
賊
兎
図
」

に
仕
上
げ
ら
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。

無
邪
気
な
兎

の
姿
を
描
写
し
た
も

の
に
、
大
覚
寺
正
寝
殿
東
狭
屋

の
間
の
障

子
腰
子
板
に
渡
辺
始
興
が
描

い
た

「
野
兎
図
」
が
あ
る
。
渡
辺
始
興
は
衆
知

の

と
お
り
応
挙
が
敬
愛
し
た
画
家

で
あ
り
、
始
興
を
と
お
し
て
応
挙
は
琳
派
の
装

飾
的
表
現
を
修
得
し
た
の
で
あ
る
。
「
野
兎
図
」
は
さ
ま
ざ
ま
な
毛
色

の
兎
が
十

九
匹
描
か
れ
て

い
る
。
白

い
も

の
、
黒

い
も
の
、
白
に
黒
の
ぶ
ち

の
あ
る
も

の
、

栗
色

の
も
の
、
鹿

の
よ
う
な
斑

の
あ
る
も

の
な
ど
と
描
き
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ら

の
姿
も
坐
る
も
の
、
走
る
も

の
、
と
び
は
ね
る
も
の
、
空
を
仰
ぐ
も

の
、
う
し

ろ
を
ふ
り
か
え
る
も
の
、
後
脚

で
頭
を
か
く
も

の
、
耳
を
立
て
て
闊
歩
す
る
も

の
、
腹
ば

い
で
後
足
を
な
げ
出
し
て
い
る
も
の
な
ど
と
、

ま
こ
と
に
兎

の
愛
ら

し
さ
が
見
事
に
表
現
さ
れ
て

い
る
。

こ
こ
に
は
兎

の
観
察

の
細
緻
さ
が
認
め
ら

れ
、
あ
る

い
は
、
応
挙
は
こ
の
よ
う
な
始
興
の
兎
表
現
に
倣

っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

こ
う
し
た
小
さ
な
動
物

の
愛
ら
し
さ
を
応
挙
は
仔
犬
表
現
に
も
発
揮
す
る
の

で
あ
る
。
東
京
国
立
博
物
館

の

「
朝
顔
狗
子
図
杉
戸
」
が
そ
れ
で
あ

る
。
こ
れ

は
杉
戸
二
面
に
朝
顔

と
仔
犬
五
匹
を
描

い
て
い
る
。
白
い
も

の
が
三
匹
、
茶
色

の
も

の
が
二
匹
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
姿
は
、
腹
ば

い
の
も
の
、

そ
れ
に
乗

っ
か

(54)



っ
て
い
る
も

の
、
坐

っ
て

い
る
も
の
、
小
走

の
も

の
、
後
足

で
首

を
か
い
て
い
る
も
の
な
ど
と
、
仔
犬

の
愛
ら
し
さ
を
朝

顔
に
絡
ま
せ
て
表
現
し
て

い
る
。

こ
こ
に

も
応
挙
の
自
然
観
察

の
細
や
か
さ
が
認
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、
応
挙
絵
画

の
特
質

で
あ

る
、
人

々
が
な
る
ほ

ど
と
感
心
す

る
表
現
す
な
わ
ち
仔
犬
の
愛
ち
し
さ
を
や

さ
し
く
愛
情
を

込
め
て
絵
画
化
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
仔
犬
を
愛
ら
し
く
表
現
し
た
作
品
と
し
て
宗
達
の

「
仔
犬
図
」
が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
宗
達

の

特
色

で
あ
る
た
ら
し
込
み
技
法
を
駆
使
し
た
没
骨
描
法
で
、
仔
犬

の
愛
ら
し
さ
を

い
か
ん
な
く
表
現
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
応
挙
、
宗
達

両
者

に
は
、
愛
ら
し
さ
を
表

現
す

る
共
通

の
目

の
あ
る

こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

兎
、
仔
犬
表
現

で
は
応
挙
は
、
兎
や
仔
犬

の
観
察
を
し
た
と
思

わ
れ
る
が
、
さ
ら
に
先
人

の
影
響

つ
ま
り
宗
達
や
始
興
な
ど
か
ら

の
刺
激

で
絵
画
化
す
る
こ
と
を

誘
発
さ
れ
た

の
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。

藤

田
美
術
館

の

「
蔦
鴨
図
」
や
円
満
院

の

「
巌
頭
飛
雁
図
」
、
個
人

の

「飛
雁
芙
蓉

・寒
菊
水
禽
図
」
双
幅
な
ど
の
、
飛

鴨
表
現
や
飛
雁
表
現
に
も
充
分
に
写
生

の

あ

っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

こ
れ
ら
三
図

の
飛
鴨
表
現
や
飛
雁
表
現
が
近
似
し
、
そ
れ
ら

の
表
現

の
基
本
形
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
写
生

図
を

「
琵
琶
湖
宇
治
川
写
生

図
巻
」
に
見
出
す

こ
と
が
で
き
る

(挿
図
10
参
照
)
。

闘

「
蔦
鴨
図
」
や

「
巌
頭
飛
雁
図
」
は
三
羽

の
鴨
あ
る
い
は
雁
が
、
紅
葉
し
た
蔦

が
絡
ま

っ
た
懸
崖
下

の
波
頭
に
着
水
し
よ
う
と
す

る
と
こ
ろ
を
絵
画
化
し

て
い
る
。

ー

上
方

に
二
羽
が
重
な

っ
て
お
り
そ

の

一
羽
は
真

っ
逆
さ
ま
に
急
降

下
し
て

い
る
姿
で
表
わ
さ
れ
、
そ

れ
に
重
な
る
他

の

一
羽
は
飛
翔
か
ら
着
水
態
勢

に
入

っ
た
と
こ

ろ

の
姿
で
写
さ
れ
、
三
羽
目

の

一
羽
は
波
頭

に
い
ま
ま
さ
に
着
水

し
よ
う

と
す
る
瞬
間

の
姿
で
表
現

さ
れ
て

い
る
。

こ
れ
ら
の
三
羽
の
形
姿
や
描
法

は
そ
の
す
べ
て

が

一
致
す
る
と

い
っ
て
よ

い
ほ
ど
に
近
似
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら

に
上
方

の
二
羽
が
重
な

っ
た
表
現
は

「
飛
雁
芙
蓉
図
」

の
飛
雁
表
現

に
近
似
す
る
の
で
あ

る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
三
羽
の
飛
鴨
あ
る

い
は
飛
雁
表
現

は

「
琵
琶
湖
宇

治
川
写
生
図
巻
」

の

「初

雁
・落
雁
」
「
落
雁
」

と
い
う

覚
書
き
が
認
め
ら

れ
る
写
生
図
に
近
似
す

る

の
で
、
お
そ
ら
く
、
そ

の
写
生
図
を
基
礎

に
し

て

「
蔦
鴨

図
」
「
巌
頭
飛
図
」

「飛
雁
芙
蓉
図
」
な
ど
が
制
作
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、

「
琵
琶
湖
宇
治
川
写
生

図
巻
」
は
明
和
七
年

(
一
七
七
〇
)

に
写
生
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る

の
に
対
し
て
、
「
蔦
雁
図
」
は
明
和
三
年

(
一
七
六
六
)
制
作

で
あ

り
、
「
巌
頭
飛
雁
図
」

は
翌
年

の
明
和
四
年
で
あ
る

の
で
、
写
生
図

が
完
成
画
よ
り
も
年
代
が
あ
と
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
に
疑
問

が
残

る
。

こ
れ
に

つ
い
て
は
、
写
生
図
が
か
な
ら
ず

し

も
真
に
写
生
を
し

た
写
生
図
で
あ
る
こ
と
も
な
く
、
写
生
図
を
後
年
に
ま
と
め
た
写
生
図
が
あ
る
こ
と
も
あ

っ
た
り
す

る
の
で
、
そ
れ

ほ
ど
写
生
図

の
制
作
年
代

に

　
ヨ

と

ら
わ

れ
る

こ
と
も
な

い
の
で
は

な

い
だ

ろ
う

か
。

応
挙
の
写
生
図
に
つ
い
て
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あ
る

い
は
、
応
挙
は
剥
製
か
伝
統
的
な
絵
手
本
を
基

に
し
て
制
作
し
た
の
か
も
知
れ
な

い
。
そ
れ
は
応
挙
の
庇
護
者

で
あ

っ
た
円
満
院
の
祐
常
門
主

の
日
記

『萬

　

　

志
』
の
な
か
に
、
「
動
物
難
写
人
物
鳥
獣
等
宜
細
工
人
形
等
画
本

二
用

ユ
ヘ
シ
」
と

い
う
言
葉

が
あ

る
こ
と
か
ら
、
人
間
や
鳥
獣
な
ど
の
動
く
も

の
は
良

い
細
工
の
人

形
な
ど
を
画
本

に
用

い
た
ら
よ
い
と
、
応
挙
は
考
え
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
、
応
挙
は
誰

が
見

て
も
ま
さ
に
飛
翔
し
て
い
る
よ
う
に
、

あ
る

い
は
飛
翔
し
て
来
て
着
水
す
る
よ
う

に
、
絵
画
的

に
表
現
す
れ
ば
よ

い
か
を
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時

に
写
生
図
も
ひ
と

つ
の
要
素

に
な
る
と
い
う

こ
と

で

あ
る
。

応
挙
は
飛
鴨
表
現
や
飛
雁
表
現
と
同
様
、
鯉
魚
表
現
や
流
水
表
現
に
あ

っ
て
も
、
写
生
を
活

か
し

た
表
現
を
行

っ
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
応
挙

は
我

々

が
日
常
、
川
や
池
な
ど
で
鯉
が
泳

い
で
い
る
景
色
を
目
に
す
る
よ
う
に
、
見
事
な
絵
画
に
仕
上
げ
る
の
で
あ
る
。
個
人

の

「安
永
己
亥
暮
春
写
応
挙
」

の
款
記
を
有

す
る

「
松
鯉
図
」
双
幅
、
頴
川
美
術
館

の

「
鯉
鮒
図
」
、
徳
川
黎
明
会

の

「
鯉
亀
図
」
風
炉
先
屏
風
、
大
乗
寺

の

「龍
門
鯉
魚
図
」
双
幅
な
ど
が
そ
の
代
表
的
な
作
例

で
あ
る
。

こ
れ
ら

に
認
め
ら
れ
る
鯉
魚
表
現
は
、
手
前

に
ゆ

っ
た
り
と
泳

い
で
く
る
も
の
、
左
上
方
に
向

っ
て
泳

い
で
い
る
も

の
、
上
方
に
向
き
を
変
え
た
も

の
、

右
下
方
に
泳

い
で
い
る
も
の
、
右
方

に
泳

い
で
い
る
も
の
、
さ
ら
に
は
水
面
上

に
浮
き
上
が
ろ
う

と
す
る
も

の
、
反
対

に
水
中

に
潜
ろ
う
と
す
る
も

の
、
曲

が
ろ
う

と
し
て
尾
鰭
を
勢

い
よ
く
は
ね
た
も
の
な
ど
と
、
細
緻
に
描
き
分
け
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
大
き
さ
も
大
き

い
も

の
、
中
ぐ
ら
い
の
も
の
、
小
さ

い
も

の
と
分
け
、
さ

ら
に
濃

い
も
の
、
淡

い
も
の
、
薄

い
墨
色

の
も

の
な
ど
と
細
か
く
描
写
し
て

い
る
。

一
匹
の
鯉
魚

表
現
を
み
て
も
、
鯉

の
頭
部

か
ら
背
鰭
を
経
て
尾
鰭
に
い
た
る
部

え
ら

分
は
濃

い
墨
で
処
理
し
、
腹
は
淡

い
墨

で
描
き
、
処

々
に
薄

い
朱
を
施
し
て
鯉

の
形
体
的
特
質

に
迫
ろ
う

と
す

る
。
殊

に
、
鯉
鰭
、
腹
鰭
に
は
薄

い
朱

が
効
果
的

に

用

い
ら
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
血
が
通

っ
た
生
き
て

い
る
か
の
よ
う
な
表
現

に
な

っ
て
い
る
。
文
字
通
り
応
挙
は

「
形
象
生
る
が
如
く
」
鯉
を
表
現
し

て
み
せ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
こ
と
を
倍
加
さ
せ
た
の
が
水
表
現
な
の
で
あ
る
。
応
挙

の
水
表
現

は
青
色

の
濃
淡
で
表
現
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
水
紋
を
描
写

し
て
ゆ

っ
た
り
と
し
た

水

の
動
き
を
表
現
し
た
り
、
光

の
反
射
を
も
写
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
水
表
現
に
よ

っ
て
、
ま
さ
に
鯉
魚

が
泳

い
で
い
る
か
の
よ
う

な
気
分

に
さ
せ
る
の
で

あ
る
。
た
だ
、
鯉
魚

の
動
き
と
水
紋
の
表
現
と
が

一
致
し
な

い
こ
と
が
多

い
。

こ
れ
が
ま
さ
に
応
挙
の
写
生
画
で
あ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
応
挙

の
鯉
魚
表
現
は

科
学
的
な
再
現
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
応
挙

の
目
、
心
を
通
し
た
写
生
画
で
、
描
写
対
象

に
迫
ろ
う
と
す
る

の
で
あ

る
。
さ
ら
に

い
え
ば
、
応
挙

は
た
だ
単

に
鯉

魚

の
生
き
て
動

い
て

い
る
姿
を
再
現
し
た

の
で
は
な
く
、
見
事
な
絵
画
に
仕
上
げ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う

に
鯉
魚
が
ま
さ
に
泳

い
で
い
る
よ
う

に
描
写
す
る
に
は

充
分

の
自
然
観
察
、
す
な
わ
ち
写
生

の
あ

っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
事
実
、
「
写
生
雑
録
帖
冊
子
」
の
な
か
に
、
鯉
魚

の
写
生
が
認

め
ら
れ
る
の
で
、
応
挙
は
鯉
魚

の
写

応
挙
の
写
生
図
に
つ
い
て

(57)
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生

を
行

っ
て

い
た

こ
と
は

明
ら

か
で
あ

る
。
応

挙

は
、

す

で

に

の
べ

て

い
る
よ
う

に
写

生
を
そ

の
ま
ま

作
品

に
写

し

た

の

で

は
な

く
、

絵
画

と
し

て
ま
さ

に
鯉
魚

が
泳

い
で

い
る

か

の

よ

う

に
表

現

す

る

た
め

に
写
生

図

を

活

か
し

た

の
で

あ

る

(挿

図

11
参

照
)
。

そ

の
こ
と
を

『古

画
備

考
』

の

「
応
挙

」

の
項

に
記

述

さ

れ

た

一
文

が
如
実

に
示
し

て
い
る
。
「
応

挙

の
写
生

の
工
夫

、

其

妙

を
得

た
る

こ
と
、
本

朝
古
今

及

ぶ
者

な
し

、
然

れ

ど
も

、

爆

布

登
鯉
図

を
見

る

に
、

鯉
魚
爆

布

の
中

に
あ

れ

ば
、
登

る

こ
と

を
得

べ
か
ら
ず

、

こ
れ
登
鯉

の
本

意

に
あ

ら
ず

と
云

ふ

者

あ

り
、
按

る

に
、
此
図

、
高

田
敬
輔

よ
り
出

て
、

揖
取
魚

彦

な

ど
、
専

ら
画

く
庭
な

り
、

そ

の
登

る
所

は
、
本
意

に
あ

ら

ず

と
も
、

応
挙

が
画
く

所

は
、

其

工
夫

の
妙

な

る
、
爆

布

(象

)

の
中
に
し
て
、
形
像
生
る
が
如
く
、
真
に
登
る
が
如
く
に
見

ゆ
、
応
挙
素
よ
り
登
鯉

の
図
を
知
ら
ぬ
に
は
あ
ら
ざ
る
べ
け

は

ら

れ

ど
も
、
新
意

を

出
し

て
写

せ
し
な
ら

ん
」

(挿
図

12
参

照
)

が

そ

れ

で
あ

る
。

(59)
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応
挙
の
写
生
図
に
つ
い
て

五
、
画
稿

と
作
品

(人
物
)

応
挙

の
写
生
図
が
多
く
な
さ
れ
た
の
は
す
で
に
の
べ
た
と
お
り
、
明
和
七
年

(
一
七
七
〇
)
か
ら
安
永
元
年

(
一
七
七
二
)

の
三
年
間
に
集
中
し
て

い
る
が
、

こ

の
明
和
七
年

の
少
し
前
、

つ
ま
り
明
和
二
年

(
一
七
六
五
)
か
ら
明
和
七
年
ま

で
の
間
と
、
安
永
四

・
五
年

(
一
七
七
五

・
六
)

に
、
応
挙
は
画
稿
を
も

っ
た
作
品

や
巻
物
を
の
こ
し
て
い
る
。
明
和
二
年

(
一
七
六
五
)

の

「
淀
川
両
岸
図
巻
」

(画
稿
は
宝
暦
十
三
年

・
一
七
六
三
)
、
明
和
四
年

の

「
四
条
河
原
納
涼
図
」
、
翌
明
和

五
年

の

「
難
福
図
巻
」
、
明
和
七
年

の

「
人
物
正
写
図
巻
」
、
さ
ら
に
安
永
四

・
五
年

(
一
七
七
五

・
六
)
頃

の
作
と
伝
え
ら
れ
る

「
華
洛
四
季
遊
戯
図
巻
」
な
ど
が

そ
れ
で
あ
る
。

「
四
条
河
原
納
涼
図
」
は
、
そ
の
画
面
に

「納
涼
貴
賎
老
若
僧
尼
都
鄙
喜
怒
哀
楽
之
図
」
と

い
う
墨
書
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う

に
、
鴨
川
の
四
条
河
原

に
お
け

る
納

涼

の
様
子
を
職
業
別
、
年
齢
別
、
性
別
、
都
鄙
別

に
描
写
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
あ
ら
ゆ
る
階
層

の
人

々
の
立

っ
て
い
る
姿
、
歩

い
て

い
る
姿
、
坐

っ
て
い
る
姿
、
話

し
合

っ
て
い
る
姿
、
寝
そ
べ

っ
て
い
る
姿
、
物
を
食

べ
て

い
る
姿
、
タ
バ

コ
を
喫

っ
て

い
る
姿
、
泳

い
で
い
る
姿
、
物
売
り
の
姿
、
裸

の
姿
な
ど
と
さ
ま
ざ
ま
に
描

き
分
け
て
、
人
間
の
内
面
的
な
感
情

の
起
伏
、
喜
怒
哀
楽
を
も
表
現
し
よ
う
と
す

る
。

こ
の
多
様
な
人
物

の
姿
態
を
精
細
に
描
写
す
る
た
め
に
は
当
然
実
際

の
人
物

を

モ
デ

ル
に
し
た
克
明
な
写
生
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し

て

「喜
怒
哀
楽
」

と
い
う

こ
と
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
応
挙
は
そ

の
外
形
上

の
正
確
な
形
態
把

　
　

握
を
通
し

て
、
様

々
な
人
間

の
内
面
的
な
も

の
を
も
絵
画
化
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
応
挙
は
、
「
万
物
正
写
先
形
ヲ
写
得
テ
気
ヲ
写
」
、
と
い
っ
て
い
る
。

こ
の
外
形
上
の
形
態
把
握
を
よ
り
正
確
な
も

の
に
す

る
た
め
に
、
画
稿
に
あ

っ
て
は
ま
ず
裸
形
を
朱
線
で
描
き
、
そ
の
上
に
墨
線
で
着
衣
さ
せ
る
描
法
を

と

っ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
裸
形
着
衣
法
で
あ
る
。

こ
れ
は
普
通
の
人
物
画
法
に
く
ら
べ
て
は
る
か
に
合
理
的
な
表
現
法
で
あ
り
、
人
物
描
写
に
あ

っ
て
よ
り
写
実
的
描
写

で
あ

る
こ
と
は
改
め
て
の
べ
る
ま
で
も
な

い
。

こ
の
裸
形
着
衣
法

は
、
応
挙
以
前
、
京
狩
野
家
の
狩
野
永
良

が
門
人
武
川
善
治
郎
良
雪
に
、
宝
暦
十
三
年

(
一
七
六
三
)

　

　

に
与

え

た
秘

伝
書

『画

伝
集
』
に
す

で

に
認

め
ら
れ

る

の
で

あ

る
。

こ
れ

に
は
、

「
人
物

ア
タ

ラ

シ
ク
図

ヲ
作

ル
時

、

タ
ト

ヘ

ハ
立

タ

ル
人
形
ナ

レ

ハ
、
如

此
初

二
図

ス

ル
人
形

ノ
割

ヲ
以
、

ハ
ダ

カ
ノ
人
物

ヲ
書

テ
、

ソ

レ

へ
如

此
衣

裳

ヲ
キ

セ

ル
也
、

如

此
図

ス

ル
時

ハ
イ

カ

ヤ
ウ

ノ
図

ヲ
作

リ
テ

モ
、
無

リ
ナ

ル
事

少

シ

モ
ナ

シ
、

臥
タ

ル
人
形

ヲ
書

ス
時

ハ
、
臥

タ

ル

ハ
タ
カ

人
形

ヲ
書

テ
、

ソ

レ

へ
衣
裳

ヲ
キ

セ

ル
也
、
能

々
考

へ
見

ル

ヘ
シ
」
、
と

い
う

こ
と

が
添

え
ら

れ

て

い
る
。

こ
の
こ
と
ば

(60)
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応
挙
の
写
生
図
に
つ
い
て

に
よ

っ
て
も
、
よ
り
正
確
な
人
物
表
現
を
す
る
た
め
に
は
、

こ
の
裸
形
着
衣
法

に
よ
る
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
、
と

い
っ
て
い
る

の
で
あ

る
。
応
挙
も
狩
野
永
良
に
倣

っ
た
の
か
、
同
様

の
こ
と
を

い
っ
て
い
る
。

『萬
誌
』
の

「
人
物
ヲ
画

二
先
骨
法

ヲ
定
、
次

二
衣
裳
ヲ
付

ヘ
シ
、
其
骨
法

ヲ
得
タ

ル
時

ハ
左
ナ
ク
テ
モ
良
、
初
心

ニ
ハ

先
裸
体

二
老
幼
男
女
画
之
、
是

二
衣
裳

ヲ
付

ヘ
シ
、
図
絵
出
来

ハ
如
此

ス
レ
ハ
如
何
様

ニ
モ
図
出
来
口
云
々
」
が
そ
れ
で
あ

る
。

こ
の
裸
形
着
衣
法
は

「
四
条
河
原
納
涼
図
」
画
稿
と
同
年
の
、
明
和
四
年

(
一
七
六
七
)

に
制
作
さ
れ
た

「
大
石
良
雄
図
」

(挿
図

13
参
照
)

に
も
認
め
ら
れ
る
。

「大
石
良
雄
図
」
は
、
画
面
中
央
に
ひ
と
際
大
き
く
由
良
之
助

(良
雄
)
を
配
し
、
手
紙
を
手

に
す
る
の
は
お
軽
で
、
扇
を
差
し
出
し
て
振
り
返

っ
て
い
る
の
は
手
紙

を
持

っ
て
き
た
力
弥
か
も
し
れ
な

い
。
由
良
之
助
は
悠
揚
と
迫
ら
ぬ
態
度
で
あ
り
、
お
軽
は
手
紙
を
喰

い
入
る
よ
う
に
読
ん
で
お
り
、

力
弥
は
人
の
気
配
を
窺

っ
て

い
る
。
三
者

の
微
妙
な
心

の
動
き
を
も
見
逃
さ
ず

に
余
す
と

こ
ろ
な
く
、
細
密
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
人
物
表
現
に
裸
形
着
衣
法
が
認
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
由
良
之
助
の
右
腕
や
足
は
着
物
を
透
し
て
そ

の
腕
や
足
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
お
軽

の
手
紙
を
持

つ
腕
や
足
も
、
薄
物

の
着
物
を
透

か
し
て
そ
の
形

姿
や
腕
、
足
な
ど
が
窺
え
る
の
で
あ

る
。

明
和
七
年

(
一
七
七
〇
)
の

「
琵
琶
湖
宇
治
川
写
生
図
」
の
な
か
に
も
裸
形
着
衣
法
の
写
生
図

が
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
同
年
に
写
生

さ
れ
た

「
人
物
正
写
図
巻
」

㎝

に
は
裸
形
着
衣
法

で
な

い
に
し
て
も
裸
形
す
な
わ
ち
裸
体

の
写
生
図
が
あ
る
。

こ
れ
は
直
接
に
写
生
し
た
も

の
で
は
な
く
、
写
生
に
基
づ

い
て
浄
写

さ
れ
た
も
の
で

ー

あ

っ
て
、
す

で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
老
若
男
女

の
完
全
な
裸
体
を
実
物
大
ほ
ど
に
写
生
し
た
も

の
と
、
人
体

の
各
部
分
を
分
解
的

に
描
写
し
た
も

の
と
に
よ

っ
て
構
成

さ
れ
て
お
り
、
人
物
あ

る
い
は
人
体
の
各
部
分
の
正
確
な
形
体
の
典
型
が
明
示
さ
れ
て

い
る

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
応
挙

が
い
う

「初
心

ニ
ハ
先
裸
体

二
老
若
男
女
画

之
、
是

二
衣
裳
ヲ
付

ヘ
シ
」

の

「
裸
体
」
の
典
型
が

「
人
物
正
写
図
巻
」

の
写
生
図
な

の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
応
挙

の
人
物
表
現
に
あ

っ
て
は
、
よ
り
正
確
な
人
体
把
握
を
す
る
た
め
に
裸
形
着
衣
法
や
裸
体
の
写
生
図
を
用
い
て
制
作
し
て

い
る
こ
と
が
知
ら

れ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
肉
体
そ
の
も
の
に
興
味
を

い
だ
い
て
裸
体
を
写
生
し
た
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
人
物
を
正
確
に
、
し
か
も
我

々
が
日
常
目
に
す
る
よ

う
な
表
現

に
す
る
た
め

の
手
段
と
し
て
の
写
生
図
、
す
な
わ
ち
裸
体
表
現
だ

っ
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
れ
ち
の
表
現
が
明
和
二
年

(
一
七
六
五
)
か
ら
明
和
七
年

(
一
七
七
〇
)
に
集
中
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
応
挙

が
円
満
院
門
主
祐
常
と
の
親
交
に
よ

っ
て
学
習
し

た
こ
と
を
暗
示
し
て
お
り
、
さ
ら
に
は
宝
暦
十
三
年

(
一

七
六
三
)

に
狩
野
永
良
が
門
人
武
川
良
雪

に
与
え
た

『画
伝
集
』

に
よ

っ
て
も
知
ら
れ
る
と
お
り
、
当
時
の
狩
野
派
に
お

い
て
行
わ
れ
て

い
た
人
物
表
現
す
な
わ
ち

裸
形
着
衣
法
に
影
響
さ
れ
た
こ
と
を
も
物
語

っ
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。



前
者

の
応
挙

が
円
満
院
門
・王
祐
常
と
の
親
交

に
よ

っ
て
裸
形
着
衣
法
や
裸
体
の
写
生
図
に
よ

っ
て
人
物
表
現
を
な
し
た
こ
と
は
、
「
難
福
図
巻
」
の
序
文

に
明
示
さ

れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
「
(前
略
)
今
の
世
に
み
さ
る
こ
と
を

の
ぞ
き
き
て
耳
目
に
ち
か
き
事
を

図
せ
ん
と
思

ふ
と

い
え
と
も
筆

つ
た
な
く
し
て
図
を
な
す
絵
師

に

も
と
む
る
も
猶
其
業

に
か
な

ふ
人
ま
れ
な
り
ゆ
え

に
多
く
の
年
月
を
経
ぬ
こ

・
に
洛

の
藤
原
応
挙
図
画

に
た
く
み
に
し

て
わ
か
心
に
か
な

ふ
故
に

こ
の
こ
と
を
か
た

り

て
し
ら
さ
る
を
あ
ま
ね
く

た
つ
ね
三
と

せ
は
か
り
の
ほ
と
に
巻
を
な
し
ぬ

(後
略
)
」
、
が
そ
れ

で
あ
る
。

こ
れ
に
よ

っ
て
応
挙
と
円
満
院
門
主
祐
常
と
の
関
係

が

知
ら
れ
る
と
同
時

に
、
応
挙

の
写
生
画
す
な
わ
ち
写
実
的
表
現
は
円
満
院
門
・王
祐
常

に
よ

っ
て
見
出
さ
れ
、
そ
れ
を
消
化
し

て
応
挙

独
特

の
写
生
画
を
確
立
し
た
の

で
あ
る
。
因
に
、
応
挙

が
円
満
院
門
主
祐
常
と
親
交
を
結
ぶ
の
は
明
和
三
年

(
一
七
六
六
)
頃
か
ら
は
じ
ま
り
、
祐
常

が
妓
す
る
安

永
二
年

二

七
七
三
)
頃
ま
で

と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
は
、
ま
さ
に
今
み
た
人
物
画
で
、
画
稿
を
持

っ
た
作
品
や
巻
物
、
さ
ら
に
は
前
述

の
写
生

図
な
ど
が
制
作
さ
れ
た
時
期
と

一
致
す

る
の
で
あ
る
。
後
者

は
京
狩
野
派

の
人
物
表
現

に
裸
形
着
衣
法
が
行
わ
れ

て
お
り
、
し
か
も
応
挙
は
そ

の
狩
野
派
に
学
ん
で
い
る

の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
、

裸
形
着
衣
法
は
知

っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
さ
ら

に
い
え
ば
、
円
満
院
門
主
祐
常

が

「
耳
目

に
ち
か
き
事
」
す
な
わ
ち
よ
り
現
実
的
な
表
現
を
求
め
た
り
、

伝
統
的

な
狩
野

派
に
あ

っ
て
さ
え
現
実
に
即
し
た
裸
形
着
衣
法
を
行

っ
て
い
た
と
い
う
時
代

の
精
神

が
あ

っ
た

の
で
あ

ろ
う

。

六
、
伝
統
的

描
法
と
作

品

(鶴
∵

孔

雀
)

前

々
章

の
ス
ズ
鴨
表
現
、
兎
表
現
、
仔
犬
表
現
、
飛
鴨
表
現
、
飛
雁
表
現
、
鯉
魚
表
現
な
ど
は
、
写
生
図
を
活
用
し
て
描
写
対
象

に
生

々
と
迫

っ
た
、

つ
ま
り
ス

ズ
鴨

が
泳

い
で

い
る
よ
う

に
、
兎
や
仔
犬

が
愛
ら
し

い
よ
う

に
、
鴨
や
雁
が
飛
翔
し
て
い
る
よ
う

に
、
鯉
魚
が
泳

い
で
い
る
よ
う

に
生
々
と
描
写
し
て
見
事
な
絵
画

に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
前
章

で
は
人
物
表
現
に
お

い
て
よ
り
現
実
的
表
現

に
さ
せ
る
た
め

に
裸
形
着
衣
法
や
写
生
図

に
よ

っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
階

層

の
人
間

の
様

々
な
姿
態
を
精
細

に
表
現
し
た
の
で
あ

る
。

こ
れ
ら

に
対
し
て
、
写
生

だ
け

で
は
な
く
伝
統
描
法
を
加
味
さ

せ
た
作
品
も
あ
る
。
鶴
表
現
や
孔
雀
表

現
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
い
ま
ま
で
に
の
べ
て
き

た
ス
ズ
鴨
、
兎
、
仔
犬
、
飛
鴨
、
飛
雁
、
鯉
魚
な
ど
と
同
じ
花
鳥
表
現
で
あ

っ
て
も
、
動
き
を
表
現
す
る
こ

と
よ
り
も
そ

の
形
姿

の
美
し
さ
を

い
か
に
表
現
す
る
か
と

い
う

こ
と
に
目

が
向
け
ら
れ
て

い
る

の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
応
挙
は
鶴

の
具
有

す
る
霊
鳥
、
瑞
鳥
と

い
う

意
味
を
後
退
さ
せ
て
、
美
し

い
鶴

の
姿

の
み
に
焦
点
を
あ
て
て
表
現
し
よ
う

と
し
た

の
で
あ
る
。
現
実
感
を
持

た
せ

つ
つ
明
快
な
彩
色
と
精
細
な
筆
を
用

い
て
鮮
新

応
挙

の
写
生
図
に
つ
い
て

(63)
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応
挙
の
写
生
図
に
つ
い
て

柔
媚
な
応
挙
独
特

の
鶴
表
現
の
絵
画

に
仕
上
げ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
現
実
感
あ

る
鶴
表
現

に
は
、

た
し
か
に
応
挙

の
写
生

が
あ

っ
た
こ
と
は
窺
え
る
に
し
て
も
た
だ

そ
れ
だ
け

で
は
な
く
、
伝
統
的
な
鶴
表
現
に
み
る
美
し
い
形
態
表
現
を
踏
襲
し

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
個
人

の
仙
嶺
落
款

の

「
双
鶴
図
」

(挿
図
14
参
照
)
の
、
頸
を

右
に
ひ
ね

っ
て
天
空
に
向
か

っ
て
鳴

い
て
い
る
鶴

の
形
姿
は
、
相
国
寺

の
文
正
の

「鳴
鶴
図
」
双
幅

の
左
方
、
す
な
わ
ち
画
面
上
部
に

「九
皐
涙
月
」
と

い
う
墨
書

を
有
し
た
鳴
鶴

の
形
姿

に
極
め
て
近

い
関
係

に
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
ほ
ん
の

一
例
に
過
ぎ
な

い
が
応
挙

の
鶴
表
現
に
あ

っ
て
は
伝
統
的
な
鶴

表
現
に
習
熟
し
て

い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
孔
雀
表
現
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
美
し

い
対
象
を
美
し
く
絵
画
化
す
る
こ
と
は
、
応
挙

の
も

っ
と
も
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
て
、
彼

の
確
立
し
た
写

生
画
の
特
質
を
最
大
限

に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
主
題

の
ひ
と

つ
で
あ

っ
た
。
そ
の
代
表
的
な
作
例
が
萬
野
美
術
館

の

「
牡
丹
孔
雀
図
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
画

饗

メ
灘蠣
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応
挙
の
写
生
図
に
つ
い
て

面
中
央

下
方

の
太
湖
石
上

に
雄
孔
雀

が
後
方

に
振
り
向

い
た
姿
で
写
さ
れ
、
そ

の
飾
羽

は
右
下
方

に

ロ
ン

グ

・
ド

レ
ス
の
よ
う

に
大
き
く
長
く
美
し
く
表
現
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
に
接
す
る
よ
う
に
雌
孔
雀
が
小
さ
く

描
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
美
し

い
雌
雄

の
孔
雀
を
た
た
え
る
よ
う

に
牡
丹
が
太
湖
石
の
周
り

に
布
置
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
太
湖
石
上
に
雌
雄

の
孔
雀
を
配
し
そ
れ
ら

の
周
り
に
牡
丹
を
描
く
構
成
は
、
文
化
庁

の

「
花

鳥
図
屏
風
」
に
見
出
す

こ
と
が
で
き
る

(挿
図
15
参
照
)
。
す
な
わ
ち
文
化
庁

の

「
花
鳥
図
屏
風
」
は
そ

の
全

体

の
構
図
か
ら
元
信
様
式
を
踏
え
た
室
町
時
代

の
制
作
と
考
え
ら
れ

て
い
る
が
、
向
か

っ
て
右
隻
中
央
下
端

に
岩

が
配
さ
れ
そ

の
岩
上
に
鳴

い
て
い
る
雄
孔
雀
が
描
写
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
雄
孔
雀

の
飾
羽

の
先
端

に
雌

孔
雀
が
写
さ
れ

て
い
る
。
そ

の
雌
孔
雀
は
鳴

い
て
い
る
雄
孔
雀

に
呼
応
す

る
よ
う

に
そ
の
方
向
を
見
て
お
り
、

岩

の
左
方
に
は
紅
白

の
牡
丹

が
布
置
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う

に
応
挙

の

「
牡
丹
孔
雀
図
」
と
文

化
庁
の

「
花
鳥
図
屏
風
」
に
認

め
ら

れ
る
牡
丹
孔
雀
表
現

の
、
雄
孔
雀
、
雌
孔
雀
、
太
湖

石

(岩
)
、
牡
丹
な

ど
の
構
成
が
近
似
す

る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
そ

の
孔
雀

の
形
態
把
握

に
あ

っ
て
は
か
な
り

の
相
違
が
認

め
ら

れ
る
。
応
挙

の
雄
孔
雀
は
飾
羽
を
大
き
く
長
く
ひ
き
ず

る
よ
う

に
強
調
さ
れ
て
表
現
さ
れ

て
い
る
の
に
対
し

て
、
文
化
庁

の

「花
鳥
図
屏
風
」

に
認
め
ら
れ
る
雄
孔
雀
は
鳴

い
て
お
り
、
そ
の
飾
羽
は
尾
羽

の
と

こ
ろ
で

い
っ
た
ん
絞
ら
れ
て
、
竹
箒

の
よ
う

に
先
端
が

ふ
く
ら
ん
だ
形
で
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
両
者

の
表
現
を
み
る
時
、
現
実

の
孔
雀

の
形
姿

に
よ
り
近
似
す
る

の
は
文
化
庁

の
伝
統
的
な
孔
雀
表
現

で
あ

っ
て
、

応
挙

の
そ
れ
は
飾
羽

の
美
し

さ
を
強
調
す

る
た
め
に
飾
羽
が
大
き
く
長
く
引
き
ず

る
よ
う

に
表

現
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
気

づ
く

の
で
あ
る
。

こ
こ
に
ま
さ
に
応
挙

の
写
生
画
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
応
挙

は
美

し

い
も

の
を

美
し
く
表
現
し
て
み
せ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
美
し

い
も

の
を
美
し
く
表
現
し
て
み
せ
る
と
い
う

こ
と
は
、
そ
の
描
法
に
お

い
て
も
認
め
ら
れ
る
。

雄
孔
雀
頭
部

の
羽
冠
は
青
色

で
描
か
れ
、
顔

の
裸
出
部
は
胡
粉
で
白
く
盛
上
げ
、
頸
か
ら
胸
、
背
、
腹
に
か

(65)

　



応
挙
の
写
生
図
に
つ
い
て

け
て
は
光
沢
あ
る
濃

い
青
色
、
す
な
わ
ち
宝
石
の
よ
う
な
輝
き
と
深
味
あ
る

コ
バ
ル
ト
色

の
群
青
で
精
細

に
賦
彩
さ
れ
て

い
る
。
そ

の

ロ
ン
グ

・
ド

レ
ス
の
よ
う

に

大
き
く
長
く
引
き
ず
る
よ
う
に
伸
び
た
飾
羽
を

一
本

一
本
細
か
く
描
写
し
、
眼
状
斑
も
群
青
、
青
、
緑
、
な
ど
を
細
密

に
使

い
分
け
て
華
麗
に
表
現
し
て

い
る
。
殊

に
、
頸

か
ら
胸
、
背

に
か
け
て

の
羽
毛
表
現
や
飾
羽
表
現

に
金
泥
を
効
果
的
に
用

い
て
華
麗
さ
を
表
現
し

つ
つ
、
孔
雀

の
美
し
さ
を
よ
り
美
し
く
表
現
し
て
み
せ
て

い
る

の
で
あ

る
。
雌
孔
雀
も
同
様

の
表
現
で
あ
る
。
岩
は
応
挙
が
は
じ
め
て
学
習
し
た
狩
野
派

の
岩
表
現
、
没
骨
技
法
と
そ

の
形
態
の
輪
郭
を
濃
墨

の
細
線

で
表
わ

す
も

の
で
あ
り
、
牡
丹
は
中
国

の
鈎
勒
填
彩

で
描
写
さ
れ
た
装
飾
的
で
か

つ
写
生
画
に
通
ず
る
表
現

で
写
さ
れ
て

い
る
。
あ
る

い
は
応
挙

の
牡
丹
表
現
は
中
国

の
揮

南
田

の
そ
れ
に
倣

っ
た

の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
萬
野
美
術
館

の

「
牡
丹
孔
雀
図
」
に
認
め
ら
れ
る
牡
丹
表
現
は
、
大
阪
市
立
美
術
館

の

「花
卉
画
冊
」
の
牡
丹
図
に
近
似
す
る
の
で
あ
る
。

い
ず
れ

に
し
ろ
応
挙
は
伝
統
的
な
描
法
や
中
国
画

の
影
響
、
写
生
を
活
し
た
写
生
画
、
装
飾
的
な
表
現
な
ど
を
消

化
さ
せ
て
、
見
事
な
鶴
表
現
、
牡
丹
孔
雀
を
な
し
と
げ
た
の
で
あ
る
。

七
、
応
挙

の
写
生
図

結
論
に
か
え
て
ー

(66)

「
写
生
図
貼
交
屏
風
」

の
写
生
図
は
、
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
写
生
図
と
同
様

の
も

の
で
あ

っ
て
、

ス
ケ
ッ
チ

の
意
味
の
写
生
す
な
わ
ち
速
写

の
写
生

と
、

そ

の
写
生
を
転
写
あ
る

い
は
浄
写
し
た
写
生
図
す
な
わ
ち
絵
手
本
や
粉
本
と
考
え
ら
れ
る
写
生
図

で
あ

っ
た
。

さ
ら
に
そ
れ
ら

の
写
生
図

に

つ
い
て
注
目
さ
れ
る

こ
と
は
対
象
を

い
く

つ
か
の
異
な
る
角
度

か
ら
写
生
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
①

「
四
十
雀
図
」
を

み
る
と
六

つ
の
写
生
図
が
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
応
挙
自
身

は

「色

々
一二

品
ヲ
写
置

ヘ
シ
、
小
冊
、
矢
立
用
レ
之

(朱
墨
二
品
可
レ
用
レ
之
)
時

々
乗
レ
隙
而
可
二
写
置
訥

　
　

 以
二
一
品

一渡
二
数

品
訥
以
二
数
品

一為
二
一
品
、
画
之
作
意
也
」
と

い
っ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
に
応
挙
の
写
生

の
基
本
的
な
考
え
方
が
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
。
応
挙

は
対
象

の
精
細
な
写
生
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
行
な

い
、

そ
れ
ら
を
消
化
し
再
構
成
、

つ
ま
り
新
し

い
組

み
合
わ
せ
を
行

っ
て
理
想
的
な
絵
画

に
仕
上
げ
れ
ば
良

い

と
す
る

の
で
あ
る
。

ま
た

「写
生
図
貼
交
屏
風
」

の
写
生
図
は
す
で
に
紹
介

さ
れ
て

い
る
写
生
図
と
同
様
、
そ

の
描
か
れ
た
時
期
が
明
和
七
年

(
一
七
七
〇
)
か
ら
安
永
元
年

(
一
七

七
二
)

の
三
年
間

に
集
中
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

∂
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こ
れ
と
こ
れ
以
前

の
明
和
二
年

(
一
七
六
五
)
か
ら
明
和

七
年
ま
で
の
間

に
、
画
稿
を
も

っ
た
人
物
表
現
を
中
心
に
し
た
作
品
や
巻
物
を
ま
と
め
て
の
こ
し
て
い

る
の
で
あ

る
。

明
和
二
年

(
一
七
六
五
)

の

「淀
川
両
岸
図
巻
」

(画
稿

は
宝
暦
十
三
年
・
一
七
六
三
)
、
明
和
四
年

の

「
四
条
河
原
納
涼
図
」
、
翌
明
和
五
年

の

「
難

福
図
巻
」
、
明
和
七
年

の

「
人
物
正
写
図
巻
」

が
そ
れ
で
あ

る
。

こ
れ
ら
二

つ
の
こ
と
、
す
な
わ
ち
写
生
図
が
明
和
七
年
か
ら
安
永
元
年

の
三
年
間
に
集
中
し
て
お

り
、
さ
ら
に
明
和

二
年

か
ら
明
和
七
年
に
集
中
し

て
人
物
表
現
に
お

い
て
そ
の
外
形
上

の
形
態
把
握
を
よ
り
正
確
な
も

の
に
す

る
た
め

に
裸
形
着
衣
法
を
用

い
た
り
、

そ
の
画
稿
を

の
こ
し
た
り
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

明
和
二
年
か
ら
明
和
七
年
ま
で
は
ま
さ
に
応
挙
に
お
け
る
円
満
院
時
代

(
明
和
三
年

か
ら
祐
常

が
残
し
た
安
永
二

年
ま

で
を
普
通
円
満
院
時
代

と

い
っ
て
い
る
)
と

い
わ
れ
て
い
る
時
で
あ

っ
て
、

こ
れ
ら
の
応
挙

の
写
生
図
、
画
稿
は
円
満
院
門
主
祐
常

の
影
響

の
も
と
に
な
さ
れ

た
も

の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
を

明
示
し
て

い
る
の
が
す
で
に
指
摘
し
た

「
難
福
図
巻
」

の
序
文
で
あ

る
。

さ
ら
に
今

ひ
と

つ
注
目
す
べ
き

こ
と
は
、
宝
暦
十
三
年

(
一
七
六
三
)

に
京
狩
野
派

の
狩
野
永
良
が
門
人
武
川
良
雪

に
与
え
た

『画
伝
集
』

に
認
め
ら
れ
る
裸
形

着
衣
法

の
こ
と
で
あ
る
。
伝
統
的
と
ば
か
り
思

っ
て

い
た
狩
野
派
に
あ

っ
て
も
、
よ
り
現
実
的
に
正
確
な
人
体
把
握
を
す
る
た
め
に
裸
形
着
衣
法
を
用

い
て

い
た

の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
応
挙

の
写
生
は
新
し

い
要
素
、

つ
ま
り
趣
好
や
精
神
、
主
義

と

い
っ
た
も

の
の
影
響

に
よ

っ
て
新
し

い
も

の
を
創
造
す

る
こ
と
を
明
示
し
て
お

働

り
、

一
方
裸
形
着
衣
法

は
伝
統
を
消
化
し

て
新
し

い
も

の
を
創
造
す
る

こ
と
を
物
語

っ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
前
者

と
後
者

の
二

つ
を
消
化
し
て
新
し

い
も

の
を
創
造

ー

す
る
こ
と
も
あ
る
。
応
挙
の
写
生
図
が
ま
さ

に
こ
れ
ら

の
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

い
ず
れ

に
し
ろ
、
こ
の
宝
暦

か
ら
明
和
を
経
て
安
永

に
な
る
間

の
京
都
画
壇
に
は
、

「写
生
」
あ

る
い
は

「写
生
図
」
を
受
容
す
る
能

力
が
あ

っ
た
こ
と
は
確

か
で

あ
る
。

た
だ
、
応
挙
は

「
写
生
」
あ

る
い
は

「写
生
図
」
と

い
う

こ
と
ば
を
用

い
て
い
な

い
の
で
あ
る
。
応
挙
は
、
「
凡
画
図
ノ
術
タ
ル
ヤ
、
物
象

ヲ
写

シ
精
神

ヲ
伝

フ
」
と

い
い
、
「
真
物
ヲ
臨
写

シ
テ
新
図
ヲ
偏
述
ス

ル
ニ
ア
ラ

ス
ン
ハ
、
画
図
ト
称

ス
ル

ニ
足

ン
ヤ
。
豪
放
嘉
落
気
韻
生
動

ノ
如
キ

ハ
、
写
形
純
熟

ノ
後
自
然

二
意
会

ス
ヘ
シ
」

と
い
っ
て
お
り
、

こ
こ
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
ば
は

「
物
象

ヲ
写
シ
」
「
真
物

ヲ
臨
写
」
「
写
形
純
熟
」
な

ど
で
、
「
写
生
」
「
写
生
図
」
と

い
う

こ
と
ば
は
認

　

　

ヲ

め
ら

れ
な

い
の
で
あ

る
。
し

か
し

ス
ケ

ッ
チ

の
意

味

の
写

生

は

「
臨
写

」
と

い

っ
て
お

り
、

さ
ら

に

『萬

誌

』
に

は

「
山

川
草

木
禽

獣

虫
魚

人
物

何

ニ
テ

モ
見
・
生

可

ヲ

ウ
ゴ
ク
モ
ノ
ナ
ド

ニ
図
写
置
一
難
レ
見
レ
生

ハ
可
レ依
二
画
本
」
不
見
物
モ
生
物
数
品
写
内
、
自
然
ト
図

モ
可
二
出
来
ハ
動

物
難
レ
写
人
物
鳥
獣
等
宣
細
工
之
人
形
等
画
本

二
用

ユ
ヘ
シ
L
と

い

っ
て
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
も
、

ス
ケ

ッ
チ

の
意
味

の
写
生
を
応
挙
は
認
め
て

い
た

の
で
あ
る
。

}
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注

応
挙
の
写
生
は

「速
写

の
写
生
」
「
形
似

の
写
生
」
「
生
写

の
写
生
」

の
三

つ
の
あ

る
こ
と
を
、
拙
稿

『
日
本

美
術
工
芸
六

一
八
号
』

の

「応
挙

の
写
生
」

の
第
十
五
回

「新

し

い
美

の
典
型
-
応
挙

の
絵
画
理
念
」

で
論
述
し
た
。
し

か
し

こ
の
小
稿

に
お

い
て
は
第
三
番
目
の
写
生
す

な
わ
ち

「生
写

の
写
生
」
を

「気
韻

の
写
生
」
と
し
て

い
た
。

「気
韻
」

と
い
う

こ
と
ば
は
中
国
的
な
風
趣
が
あ

っ
て
相

応
し
く
な

い
と
思

い
、
そ

の
後
に

「
生
写

の
写
生
」

と
改
め
た
。

佐

々
木
亟
平
氏
著
書

『
応
挙
写
生
画
集
』
、
昭
和
五
十
六
年

六
月
二
十

日
、
講
談
社
刊
を
参
照
。

写
生
図
と
作
品
と

の
関
係
に

つ
い
て
、
写
生
図
が
先

に
あ

っ
て
作
品
が
後

に
あ
る
こ
と
は
自
然
な
こ
と
で
あ

る
に
ち
が

い
な

い
。
そ
れ
が
応
挙

の
飛
鴨
表
現
、
飛
雁
表
現

に

あ

っ
て
は
逆
に
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
に

つ
い
て
本
文

で
は
応

挙

の
写
生
図

の
あ
り
様

に
よ

っ
て
そ
れ
ほ
ど
に
厳
密
に
前
後
関
係
を
考
え
な
く
て
も
良

い
の
で
は
な

い
か
、

と

指
摘
し
た
が
、
あ

る

い
は
応
挙

は
伝
統
を
消
化
し
て
ま
さ

に
鴨
や
雁
が
飛
翔
し
て

い
る
よ
う

に
、
水

に
着
水

す
る
よ
う

な
表
現
を
確
立
し
た
の
か
も
知
れ
な

い
。
そ
う

で
あ

る
か
ら

こ
そ
、
円
満
院
門
主
祐
常

が
応
挙
を
認
め
た
の
で
あ

ろ
う
。
さ
ら

に
そ
の

「
耳
目
に
近
き
」

こ
と
を
表
現
す
る
た
め
に
円
満
院
門
主
祐
常
は
応
挙
に
自
然

の
写
生

を

す
す
め
、

つ
い
に
は
応
挙
独
自

の
写
生
画
を
創

造
し
た

の
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。

こ
れ
は

い
ず
れ
に
し
ろ
問
題

に
な
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

『萬
誌
』
を
参
照

(「
応
挙
関
係
資
料

『萬
志
』
抜
葦
」
美
術
史
第

=

一
号
)。

『古
画
備
考
』

を
参
照
。

注
4
に
同
じ
。

土
居
次
義
氏
著
書

『近
世
日
本
絵
画

の
研
究
』

の

「
『画
伝
集
』

の
人
物
画
法
」、
昭
和
四
十
五
年
十

一
月

一
日

美
術
出

版
社
刊
を
参
照
。

紛

注

4
に
同
じ
。

価

注

4
に
同
じ
。


